
京都府の
「歴史・伝統・文化」を
学ぶために・教えるために
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は

じ

め

に

平
成
十
八
年
十
二
月
、
教
育
基
本
法
が
改
正
さ
れ
、
教
育
の
理
念
の
一
つ
と
し
て
「
伝
統
と
文
化
を
尊
重
し
、
そ
れ
ら
を
は
ぐ
く
ん
で
き
た
我
が

国
と
郷
土
を
愛
す
る
と
と
も
に
、
他
国
を
尊
重
し
、
国
際
社
会
の
平
和
と
発
展
に
寄
与
す
る
態
度
を
養
う
こ
と
」
（
第
二
条
第
五
号
）
が
、
新
た
に
盛

り
込
ま
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
改
正
教
育
基
本
法
の
理
念
を
踏
ま
え
、
平
成
二
十
年
一
月
に
は
、
中
央
教
育
審
議
会
か
ら
、
「
幼
稚
園
、
小
学
校
、

中
学
校
、
高
等
学
校
及
び
特
別
支
援
学
校
の
学
習
指
導
要
領
等
の
改
善
に
つ
い
て
」
の
答
申
が
な
さ
れ
、
同
年
三
月
に
は
、
幼
稚
園
教
育
要
領
、
小

学
校
学
習
指
導
要
領
及
び
中
学
校
学
習
指
導
要
領
が
、
翌
年
三
月
に
は
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
が
告
示
さ
れ
ま
し
た
。「
京
都
府
教
育
振
興
プ
ラ
ン
」

に
お
い
て
も
、
「
京
都
府
内
に
あ
る
豊
か
な
自
然
や
歴
史
、
伝
統
・
文
化
な
ど
先
人
が
積
み
上
げ
て
き
た
も
の
を
継
承
し
、
新
し
い
文
化
を
創
造
す
る

た
め
に
は
、
こ
れ
ら
を
学
び
知
る
だ
け
で
な
く
、
自
然
、
人
、
社
会
と
つ
な
が
り
、
共
生
す
る
力
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
」
（
第
５
章
重

点
目
標
２
基
本
的
方
針
）
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
平
成
三
十
年
に
策
定
さ
れ
た
「
京
都
府
教
員
等
の
資
質
能
力
の
向
上
に
関
す
る
指
標
」
で
は
、
こ
う
し
た
京
都
府
の
教
育
の
基
本
理
念

に
基
づ
き
、
そ
の
観
点
の
中
に
「
京
都
な
ら
で
は
の
教
育
」
が
設
け
ら
れ
、
京
都
府
教
育
振
興
プ
ラ
ン
の
実
現
や
京
都
の
伝
統
・
文
化
の
理
解
と
発

信
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ
の
対
応
が
、
主
な
要
素
と
し
て
掲
げ
ら
れ
ま
し
た
。

世
界
は
め
ま
ぐ
る
し
く
動
い
て
い
ま
す
。
情
報
化
や
グ
ロ
ー
バ
ル
化
な
ど
が
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
い
て
、
さ
ら
に
進
展
し
て
い
ま
す
。
そ

の
中
で
児
童
生
徒
が
自
分
自
身
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
も
っ
て
、
国
際
社
会
で
活
躍
で
き
る
人
間
に
な
る
た
め
に
は
、
何
が
必
要
で
し
ょ
う
か
。

私
た
ち
は
、
幸
い
「
京
都
」
と
い
う
か
け
が
え
の
な
い
「
ふ
る
さ
と
」
を
も
っ
て
い
ま
す
。

長
い
歴
史
の
中
で
培
わ
れ
て
き
た
文
化
や
芸
術
。
世
界
的
な
学
術
研
究
の
蓄
積
。
歴
史
、
伝
統
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
、
芸
術
、
科
学
な
ど
の
多
く

の
分
野
を
通
し
て
世
界
に
交
流
の
輪
を
広
げ
て
き
た
国
際
性
。
そ
し
て
そ
れ
ら
を
進
取
の
精
神
を
も
っ
て
支
え
、
発
展
さ
せ
て
き
た
京
都
人
の
心
意

気
。
授
業
を
通
じ
て
、
児
童
生
徒
の
伝
統
や
文
化
を
尊
重
す
る
態
度
を
養
お
う
と
す
る
と
き
、
私
た
ち
自
身
が
、
こ
の
「
ふ
る
さ
と
京
都
」
に
つ
い

て
、
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

こ
の
テ
キ
ス
ト
は
、
京
都
府
の
未
来
を
創
造
す
る
児
童
生
徒
に
対
す
る
「
伝
統
と
文
化
に
関
す
る
教
育
」
の
充
実
を
図
る
た
め
に
、
教
職
員
の
皆

さ
ん
が
「
ふ
る
さ
と
京
都
」
に
つ
い
て
、
自
ら
学
び
、
気
付
き
、
研
修
を
深
め
る
際
の
一
助
と
な
る
べ
く
作
成
し
ま
し
た
。

文
化
庁
の
京
都
移
転
が
平
成
二
十
八
年
に
決
定
さ
れ
、
伝
統
・
文
化
の
担
い
手
と
し
て
の
役
割
が
一
層
期
待
さ
れ
ま
す
。
こ
の
テ
キ
ス
ト
が
一
つ

の
手
引
き
と
し
て
、
世
界
で
活
躍
す
る
児
童
生
徒
を
育
て
る
た
め
に
、
そ
し
て
、
私
た
ち
自
身
が
こ
れ
か
ら
の
京
都
府
の
未
来
を
考
え
て
い
く
た
め

に
、
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

(7
)

京
都
の
伝
統
と
文
化
を
守
り
、
受
け
つ
ぎ
、
新
た
な
文
化
を
創
造
す
る
心
と
技
の
育

令
和
二
年
六
月

京
都
府
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー



1

第
一
章
「
歴
史
」
か
ら
見
た
京
都
府

１

平
安
京
遷
都
以
前
の
京
都
の
姿

（
授
業
の
た
め
に
）

自
分
た
ち
の
暮
ら
し
て
い
る
地
域
は

（
１
）
淀
川
水
系
と
由
良
川
水
系

ど
の
水
系
に
属
し
て
い
る
か
。
調
べ
さ

せ
て
み
よ
う
。
（
小
）

京
都
府
の
歴
史
・
文
化
を
語
る
上
で
も
、
淀
川
と
由
良
川
を
考
え
る
こ
と
は
大
切
で
あ
る
。

川
は
、
人
々
の
生
活
に
ど
の
よ
う
な

役
割
を
果
た
し
て
い
る
か
。
身
近
な
川

淀
川
は
、
幹
川
流
路
延
長
七
十
五
㎞
、
流
域
面
積
八
二
四
〇
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
一
級
河
川
で
あ
る
。
滋
賀
県
山

の
歴
史
を
調
べ
さ
せ
て
み
よ
う
。
ま

間
部
に
発
す
る
大
小
の
河
川
は
琵
琶
湖
に
集
ま
り
、
大
津
市
か
ら
宇
治
川
と
し
て
南
に
流
れ
、
八
幡
市
付
近
で
、
南
丹

た
、
川
と
水
害
に
つ
い
て
調
べ
さ
せ
て
み

市
美
山
町
の
佐
々
里
峠
を
水
源
と
す
る
桂
川
と
青
山
高
原
（
三
重
県
）
を
水
源
と
す
る
木
津
川
を
合
わ
せ
て
大
阪
平
野

よ
う
。
（
小
・
中
）

を
西
南
に
流
れ
、
大
阪
湾
に
注
ぐ
。
府
内
に
置
か
れ
た
都
「
恭
仁
京
」
、
「
長
岡
京
」
及
び
「
平
安
京
」
は
、
い
ず
れ

文
明
・
文
化
の
発
祥
と
川
（
水
）
の
関

く

に

も
こ
の
淀
川
水
系
の
恩
恵
を
被
っ
て
造
営
さ
れ
た
。

係
に
つ
い
て
、
考
え
さ
せ
て
み
よ
う
。

宇
治
川
、
桂
川
、
木
津
川
の
三
川
合
流
部
付
近
に
は
、
か
つ
て
巨
椋
池
と
い
う
大
き
な
池
が
存
在
し
て
い
た
が
、
繰

（
高
）

お

ぐ

ら

り
返
さ
れ
る
洪
水
の
対
策
等
の
た
め
に
、
宇
治
川
の
左
岸
沿
い
に
堤
防
を
築
い
て
分
離
し
、
一
九
四
一
（
昭
和
十
六
）

年
に
は
大
規
模
な
干
拓
を
行
い
、
農
地
化
さ
れ
、
戦
後
の
食
糧
増
産
に
寄
与
し
た
。

一
方
、
由
良
川
は
、
そ
の
源
を
京
都
府
、
滋
賀
県
、
福
井
県
の
境
の
三
国
岳
（
標
高
九
五
九
ｍ
）
に
発
し
、
芦
生
の

あ
し
ゅ
う

原
生
林
を
抜
け
て
山
間
部
を
西
流
し
、
高
屋
川
、
上
林
川
な
ど
を
合
流
し
て
、
綾
部
市
、
福
知
山
市
を
経
て
、
土
師
川

と
の
合
流
点
で
北
方
へ
流
れ
を
転
じ
、
福
知
山
盆
地
を
流
下
し
た
後
は
、
福
知
山
市
北
部
、
舞
鶴
市
を
流
下
し
、
舞
鶴

市
と
宮
津
市
の
市
境
を
流
れ
若
狭
湾
に
注
い
で
い
る
。

由
良
川
流
域
は
、
芦
生
の
原
生
林
を
は
じ
め
豊
か
な
森
林
を
保
有
す
る
山
地
が
占
め
て
お
り
、
そ
の
割
合
は
約
八
十

（
京
都
府
の
二
つ
の
水
系

）

九
％
と
な
っ
て
い
る
。
由
良
川
は
幹
川
流
路
延
長
一
四
六
㎞
、
流
域
面
積
一
八
八
〇
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
一
級
河
川

で
あ
る
。

（
授
業
の
た
め
に
）

「
由
良
川
元
気
サ
ミ
ッ
ト
」
「
淀
川
サ

こ
の
章
で
は
、
京
都
府
の
歴
史
を
見
て
い
き
た
い
。

ミ
ッ
ト
」
な
ど
に
つ
い
て
調
べ
さ
せ
、
川
の

重
要
性
に
気
づ
か
せ
よ
う
。
ま
た
、
環

境
問
題
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
考
え
さ

せ
て
み
よ
う
。
（
全
）



2

（
２
）
古
墳
時
代
以
前
ー
山
城
・
丹
波
・
丹
後

乙
訓
の
大
枝
遺
跡
を
は
じ
め
、
山
城
盆
地
の
各
所
で
旧
石
器
時
代
の
遺
跡
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
遺
跡
は
、

（
授
業
の
た
め
に
）

お

お

え

約
三
万
年
前
か
ら
の
後
期
旧
石
器
時
代
の
も
の
で
あ
る
。

な
ぜ
丹
後
に
古
墳
が
多
く
造
ら
れ

た
の
か
考
え
さ
せ
て
み
よ
う
。
（
小
・

縄
文
時
代
の
遺
物
は
府
内
各
地
で
発
見
さ
れ
て
い
る
が
、
福
知
山
市
武
者
ヶ
谷
遺
跡
で
出
土
し
た
小
型
の
深
鉢
は
、

中
）

京
都
府
最
古
の
縄
文
土
器
（
京
都
府
指
定
有
形
文
化
財
）
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
京
丹
後
市
網
野
町
の
浜
詰
遺
跡
で

は
ま
づ
め

は
、
竪
穴
住
居
跡
や
貝
塚
が
見
つ
か
っ
て
お
り
、
舞
鶴
市
の
桑
飼
下
遺
跡
で
は
炉
跡
が
多
数
発
見
さ
れ
て
い
る
。

た
て
あ
な

く
わ
が
い
し
も

弥
生
時
代
の
遺
跡
と
し
て
は
、
長
岡
京
市
雲
宮
遺
跡
が
、
府
内
で
最
も
古
く
水
田
を
営
ん
で
い
た
と
さ
れ
て
い
る
。

（
授
業
の
た
め
に
）

く
も
み
や

丹
後
で
は
、
京
丹
後
市
峰
山
町
の
扇

谷
遺
跡
、
同
途
中
ヶ
丘
遺
跡
、
京
丹
後
市
弥
栄
町
の
奈
具
岡
遺
跡
な
ど
が
有
名

古
墳
か
ら
出
土
し
た
遺
物
な
ど
に

お
う
ぎ
だ
に

な

ぐ

で
あ
る
。

つ
い
て
調
べ
さ
せ
て
み
よ
う
。
ま
た
、
古

三
世
紀
に
な
る
と
古
墳
が
築
か
れ
始
め
る
。
木
津
川
市
の
椿
井
大
塚
山
古
墳
は
、
全
長
一
七
五
ｍ
の
前
方
後
円
墳
で

墳
は
何
の
た
め
に
作
ら
れ
た
か
、
話
し

つ
ば

い

お
お
つ
か

あ
る
。
多
く
の
副
葬
品
が
発
見
さ
れ
、
中
で
も
三
十
二
面
の
三
角
縁
神

獣

鏡

は
、
被
葬
者
が
ヤ
マ
ト
（
大
和
）
王
権

合
わ
せ
て
み
よ
う
。
（
小
）

さ
ん
か
く
ぶ
ち
し
ん
じ
ゅ
う
き
ょ
う

の
鏡
の
配
布
に
関
わ
っ
た
重
要
な
人
物
で
あ
ろ
う
と
想
定
さ
れ
る
根
拠
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
向
日
市
に
は
寺
戸
大
塚
古

墳
（
九
十
八
ｍ
）
・
妙
見
山
古
墳
（
一
一
四
ｍ
）
、
長
岡
京
市
に
は
今
里
車
塚
古
墳
（
七
十
五
ｍ
）
・
恵
解
山
古
墳
（
一

い

げ
の
や
ま

二
八
ｍ
）
、
城
陽
市
に
は
久
津
川
車
塚
古
墳
（
一
八
〇
ｍ
）
な
ど
の
大
型
古
墳
が
造
ら
れ
た
。
そ
の
他
に
も
、
嵯
峨
野

（
京
都
市
右
京
区
）
付
近
に
地
盤
を
持
つ
秦
氏
が
築
い
た
と
想
定
さ
れ
る
古
墳
群
な
ど
、
山
城
地
域
各
地
で
古
墳
が
盛

は
た

ん
に
造
ら
れ
た
。

丹
後
半
島
で
は
、
四
世
紀
の
中
頃
以
降
に
、
四
基
の
大
き
な
前
方
後
円
墳
が
築
か
れ
た
。
特
に
日
本
海
三
大
古
墳
と

よ
ば
れ
る
、
与
謝
野
町
（
旧
加
悦
町
）
蛭
子
山
古
墳
（
一
四
五
ｍ
）
、
京
丹
後
市
網
野
町
の
銚
子
山
古
墳
（
一
九
八
ｍ
）
、

え

び

す

京
丹
後
市
丹
後
町
の
神
明
山
古
墳
（
一
九
〇
ｍ
）
が
日
本
海
側
で
最
大
級
の
古
墳
と
し
て
有
名
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
古

し
ん
め
い
や
ま

墳
で
は
、
丹
後
型
円
筒
埴
輪
と
よ
ば
れ
る
地
域
色
の
強
い
埴
輪
が
共
通
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。

六
世
紀
前
半
に
は
、
亀
岡
市
の
千
歳
車
塚
古
墳
（
八
十
ｍ
）
、
宇
治
市
の
二
子
塚
古
墳
（
一
一
二
ｍ
）
な
ど
が
造
ら

（
椿
井
大
塚
山
古
墳
）

ち

と

せ

れ
た
。
有
力
豪
族
が
京
都
府
の
各
地
で
活
躍
し
て
い
た
。

（
授
業
の
た
め
に
）

コ
ラ
ム
①
「
与
謝
野
町
立
古
墳
公
園
」

古
代
の
山
城
・
丹
波
・
丹
後
に
つ
い

日
本
海
地
域
屈
指
の
大
型
古
墳
の
国
史
跡
「
蛭
子
山
古
墳
」
と
国
史
跡
「
作

山
古
墳
」
を
復
元
整
備
し
、
平

て
、
歴
史
（
日
本
史
）
の
教
科
書
に
ど
の

え

び

す

や

ま

つ
く
り
や
ま

成
四
年
に
開
園
し
た
歴
史
公
園
。
出
土
し
た
実
物
の
埴
輪
な
ど
を
展
示
し
た
「
は
に
わ
資
料
館
」
な
ど
が
あ
る
。

よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
る
か
、
話
し
合

わ
せ
て
み
よ
う
。
（
中
・
高
）



3

（
３
）
奈
良
か
ら
京
都
へ
ー
平
城
京
か
ら
恭
仁
京
、
長
岡
京
、
平
安
京
へ
ー

京
都
盆
地
内
に
本
格
的
に
人
間
が
居
住
し
始
め
た
の
は
縄
文
時
代
で
、
高
野
川
と
白
川
の
土
砂
の
堆
積
に
よ
っ
て
で

（
授
業
の
た
め
に
）

き
た
北
白
川
扇
状
地
と
、
同
じ
く
賀
茂
川
に
よ
っ
て
作
り
出
さ
れ
た
上
賀
茂
の
「
谷
口
扇
状
地
帯
」
と
よ
ば
れ
る
地
域

奈
良
～
平
安
時
代
に
は
、
多
く
の

で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

寺
院
が
建
設
さ
れ
た
。
木
津
川
市
山

『
山
城
国
風
土
記
』
逸
文
に
は
、
賀
茂
氏
が
京
都
盆
地
に
入
っ
て
く
る
道
筋
を
伝
え
て
い
る
。
京
都
盆
地
の
最
初
の

城
町
の
蟹
満
寺
は
現
存
し
て
い
る
七

ふ

ど

き

い
つ
ぶ
ん

か

に

ま

ん

じ

支
配
者
は
、
賀
茂
県

主
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
続
い
て
、
五
世
紀
後
半
ご
ろ
、
中
国
、
朝
鮮
半
島
の
渡
来
系
氏
族
に

世
紀
後
半
の
寺
院
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ

あ
が
た
ぬ
し

よ
り
、
優
れ
た
技
術
や
文
化
が
も
た
ら
さ
れ
た
。
こ
の
う
ち
、
秦
氏
は
葛
野
地
方
に
根
拠
地
を
定
め
、
こ
の
低
湿
地
の

の
地
域
に
あ
る
古
い
文
化
財
に
つ
い
て
、

は
た

か

ど

の

土
地
改
良
に
着
手
し
、
桂
川
に
大
堰
を
作
っ
て
水
量
を
調
節
し
、
開
拓
と
灌
漑
に
利
用
し
た
と
伝
わ
る
。

調
べ
さ
せ
て
み
よ
う
。
（
全
）

か
ん
が
い

さ
て
、
古
語
辞
典
で
「
京
都
」
を
引
く
と
、
「
み
や
こ
」
と
い
う
意
味
の
普
通
名
詞
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
大
化

→
京
都
府
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
人
権
ゆ
か

改
新
（
六
四
五
年
）
の
後
、「
み
や
こ
」
は
さ
ま
ざ
ま
な
地
を
転
々
と
し
た
前
期
難
波
宮
、
近
江
大
津
宮
、
飛
鳥
浄
御
原
宮
、

り
の
地
を
た
ず
ね
て
（
京
都
市
内
編
）

き
よ
み
は
ら
の
み
や

藤
原
京
を
経
て
、
七
一
〇
年
に
元
明
天
皇
が
平
城
京
に
遷
都
し
た
。
こ
れ
で
、
本
格
的
な
「
み
や
こ
」
と
し
て
安
定
す

『
広
隆
寺
』
」
参
照
。
（
『
人
権
教
育
資

げ
ん
め
い

る
か
と
思
わ
れ
た
が
、
七
四
〇
年
、
聖
武
天
皇
は
山
背
国
相
楽
郡
（
現
木
津
川
市
）
に
、
恭
仁
京
の
建
設
を
進
め
た
。

料
集

高
等
学
校
編
』
ｐ
一
八
二
に

や
ま
し
ろ

さ
が
ら
か

そ
の
五
年
後
に
「
み
や
こ
」
は
平
城
京
に
戻
る
。

も
掲
載
）

恭
仁
京
は
、
発
掘
調
査
の
結
果
、
中
心
部
分
で
あ
る
宮
の
範
囲
は
確
定
し
た
が
、
京
の
範
囲
な
ど
は
ま
だ
確
認
さ
れ

て
い
な
い
。
恭
仁
宮
跡
で
は
発
掘
調
査
に
よ
り
、
主
要
な
建
物
跡
な
ど
の
様
子
が
徐
々
に
明
ら
か
と
な
り
、
瓦
や
木
簡

な
ど
が
出
土
し
て
い
る
。

桓
武
天
皇
は
、
七
八
四
年
四
月
に
、
水
陸
の
便
の
よ
い
山
背
国
長
岡
へ
の
遷
都
を
宣
言
し
、
十
一
月
に
平
城
京
か
ら

長
岡
京
へ
都
を
移
し
た
。

長
岡
京
遷
都
後
わ
ず
か
十
年
で
、
同
じ
淀
川
水
系
に
新
た
な
「
み
や
こ
」
が
造
ら
れ
た
。

そ
の
前
年
か
ら
葛
野
の
調
査
を
始
め
、
土
地
造
成
と
河
川
改
修
が
進
め
ら
れ
、
七
九
四
年
十
月
に
遷
都
が
行
わ
れ
た
。

遷
都
の

詔

は
、
「
葛
野
の
大
宮
の
地
は
、
山
川
も
麗
し
く
、
四
方
の
国
の
百
姓
の
参
出
で
来
た
る
事
も
便
り
に
し

み
こ
と
の
り

ひ

ゃ

く

せ

い

の

ま

い

り

い

で

き

た

る

こ

と

も

た

よ

り

て
」
と
述
べ
て
い
る
。

遷
都
の
翌
年
、
山
背
国
は
山
城
国
に
改
め
ら
れ
、
新
京
は
平
安
京
と
号
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

（
恭
仁
宮
大
極
殿
跡
）

（
授
業
の
た
め
に
）

コ
ラ
ム
②
「
長
岡
京
」

恭
仁
宮
、
長
岡
京
、
平
安
京
や
丹

現
在
の
向
日
市
を
中
心
に
長
岡
京
市
・
大
山
崎
町
・
京
都
市
の
一
部
に
か
け
計
画
さ
れ
た
。
桓
武
天
皇
の
ブ
レ

後
王
国
な
ど
の
特
徴
を
、
山
城
郷
土

ー
ン
で
も
あ
っ
た
藤
原
種
継
の
暗
殺
や
そ
れ
へ
の
関
与
を
疑
わ
れ
た
早
良
親
王
の
怨
霊
の
噂
、
二
度
の
桂
川
の
洪

資
料
館
や
丹
後
郷
土
資
料
館
を
は
じ

さ

わ
ら

水
な
ど
が
あ
り
、
十
年
で
「
み
や
こ
」
の
役
割
を
終
え
た
。

め
、
地
域
に
あ
る
資
料
館
を
訪
問
し

た
り
、
当
時
の
資
料
な
ど
を
活
用
し
て

調
べ
さ
せ
た
り
し
て
み
よ
う
。
（
全
）



4

２

平
安
京
建
都
か
ら
中
世
・
近
世
へ

（
１
）
平
安
京
の
よ
う
す

当
時
の
都
は
平
城
京
も
平
安
京
も
中
国
の
都
城
に
な
ら
っ
て
造
ら
れ
た
。
平
安
京
は
唐
の
都
「
長
安
」
や
「
洛
陽
」

（
授
業
の
た
め
に
）

を
モ
デ
ル
と
し
て
い
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
今
で
も
、
東
京
へ
行
く
こ
と
を
「
上
京
す
る
」
と
い
う
が
、
京

『
古
今
和
歌
集
』
は
、
各
校
種
で
「
国

都
へ
上
る
こ
と
は
「
上
洛
す
る
」
、
入
っ
て
く
る
こ
と
は
「
入
洛
す
る
」
と
い
っ
た
。
こ
れ
は
中
国
の
都
「
洛
陽
」
の

語
」
の
教
材
と
し
て
登
場
す
る
。
こ
と
ば

「
洛
」
を
と
っ
た
も
の
で
あ
る
。
平
安
京
の
大
き
さ
は
、
東
西
約
四
・
五
㎞
、
南
北
約
五
・
二
㎞
、
朱
雀
大
路
（
現
在

の
学
び
を
進
め
、
伝
統
文
化
を
理
解
す

の
千
本
通
の
あ
た
り
）
が
東
西
両
京
を
分
か
ち
、
そ
の
北
部
（
二
条
城
の
北
西
あ
た
り
）
に
宮
城
（
大
内
裏
及
び
内
裏
）

る
観
点
か
ら
も
和
歌
（
短
歌
）
を
教
材
と

が
あ
っ
た
。
面
積
は
長
安
の
三
分
の
一
以
下
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
中
国
の
都
と
違
う
点
は
、
周
り
を
囲
む
塀
（
羅
城
）

し
て
積
極
的
に
学
習
さ
せ
た
い
。
（
全
）

が
、
南
部
の
羅
城
門
周
辺
に
し
か
な
か
っ
た
と
い
う
と
こ
ろ
、
貴
族
官
人
と
百

姓
は
同
じ
京
中
に
住
み
、
居
住
地
が
区

例

百
人
一
首
大
会

ひ
ゃ
く
せ
い

別
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
こ
ろ
な
ど
で
あ
る
。
京
中
に
本
籍
の
あ
る
百
姓
を
京
戸
と
い
っ
た
。
貴
族
の
多
く
は
左
京
に

各
種
短
歌
コ
ン
ク
ー
ル
応
募

住
み
、
低
湿
地
の
多
か
っ
た
右
京
は
早
く
に
衰
退
し
た
と
い
わ
れ
る
。
羅
城
門
の
東
西
に
は
、
東
寺
（
教
王
護
国
寺
）

和
歌
（
短
歌
）
の

実
作

・
西
寺
が
建
立
さ
れ
た
。
な
お
、
西
寺
は
廃
絶
し
、
現
在
そ
の
土
地
は
国
か
ら
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

平
安
京
の
都
市
的
発
展
が
「
み
や
び
」
「
ひ
な
」
の
対
比
を
よ
り
明
確
に
し
、
後
の
国
風
文
化
が
生
み
出
さ
れ
る
一

因
と
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。
平
安
時
代
は
約
四
百
年
続
く
。
政
治
史
上
で
は
、
大
き
く
三
時
代
に
区
分
さ
れ
る
が
、
文

化
も
ほ
ぼ
同
じ
よ
う
に
展
開
し
て
い
く
。
十
世
紀
初
め
ご
ろ
ま
で
、
中
国
の
影
響
に
よ
る
唐
風
文
化
が
栄
え
た
。
漢
文

学
や
書
道
が
盛
ん
に
な
り
、
宮
廷
儀
礼
も
唐
風
儀
式
を
取
り
入
れ
整
備
さ
れ
た
。

八
九
四
年
に
遣
唐
使
が
廃
止
さ
れ
て
以
来
、
十
世
紀
に
入
る
と
そ
れ
ま
で
吸
収
し
て
き
た
唐
風
文
化
や
仏
教
を
基
礎

と
し
て
、
日
本
ら
し
い
文
化
ー
国
風
文
化
ー
が
生
ま
れ
て
く
る
こ
と
に
な
る
。
祭
礼
で
は
、
石
清
水
八
幡
宮
の
「
南
祭
」

（
葵
祭
の
行
列
）

に
対
し
て
、
上
賀
茂
神
社
（
賀
茂
別
雷
神
社
）
・
下
鴨
神
社
（
賀
茂
御
祖
神
社
）
の
「
北
祭
（
葵
祭
、
正
式
に
は
賀
茂

（
授
業
の
た
め
に
）

か
も
わ
け
い
か
づ
ち

か

も

み

お

や

祭
）
」
が
行
わ
れ
、
八
坂
神
社
の
「
祇
園
御

霊

会
（
祇
園
祭
）
」
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

各
地
域
で
行
わ
れ
て
い
る
「
祭
」
や
「
行

ぎ

お
ん

ご

り
ょ
う

え

事
」
の
起
源
を
児
童
生
徒
に
調
べ
さ
せ
、

行
事
に
関
わ
る
人
々
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な

コ
ラ
ム
③
「
源
氏
物
語
千
年
紀
事
業
」

ど
の
活
動
を
取
り
入
れ
て
み
よ
う
。
（
小

『
紫
式
部
日
記
』
の
一
〇
〇
八
年
十
一
月
一
日
の
条
に
、
「
若
紫
」
や
「
源
氏
」
な
ど
の
記
述
が
あ
る
。

・
中
）

そ
の
こ
と
か
ら
、
源
氏
物
語
が
貴
族
の
間
で
読
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
記
録
の
上
で
確
認
で
き
る
。
こ
の
日
か

宇
治
上
神
社
な
ど
の
「
世
界
文
化
遺

ら
、
ち
ょ
う
ど
千
年
を
迎
え
る
こ
と
を
「
大
き
な
節
目
」
と
捉
え
、
「
古
典
の
日
」
宣
言
が
公
に
さ
れ
、
様

産
」
に
つ
い
て
調
べ
さ
せ
て
み
よ
う
。
（
全
）

々
な
記
念
事
業
が
実
施
さ
れ
た
。



5

（
２
）
武
士
の
世
の
中
と
都
の
姿

平
安
時
代
は
、
天
皇
と
貴
族
、
と
り
わ
け
藤
原
氏
の
盛
衰
が
都
の
姿
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
藤
原
氏
は

（
授
業
の
た
め
に
）

皇
室
と
姻
戚
関
係
を
結
び
、
摂
政
・
関
白
の
地
位
に
就
き
、
政
権
を
掌
握
し
た
。

各
校
種
で
、
歴
史
の
学
習
を
踏
ま
え

九
世
紀
後
半
か
ら
十
一
世
紀
頃
の
政
治
を
摂
関
政
治
と
呼
び
、
藤
原
道
長
の
時
代
に
栄
華
を
極
め
た
。
ま
た
、
一
〇

て
、
貴
族
の
世
の
中
と
武
士
の
世
の
中
の

五
二
年
は
末
法
元
年
と
さ
れ
、
頼
通
の
時
代
に
は
末
法
思
想
と
と
も
に
、
浄
土
思
想
が
広
ま
り
、
宇
治
の
地
に
平
等
院

違
い
を
考
え
さ
せ
て
み
よ
う
。
（
全
）

鳳
凰
堂
が
建
設
さ
れ
た
。

ま
た
、
歴
史
上
の
人
物
に
つ
い
て
レ

院
政
の
後
期
に
は
、
貴
族
が
都
の
警
護
や
鎮
圧
の
た
め
に
武
士
を
用
い
た
こ
と
か
ら
、
武
士
が
次
第
に
台
頭
し
て
い

ポ
ー
ト
さ
せ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

く
。
保
元
（
一
一
五
六
年
）
・
平
治
（
一
一
五
九
年
）
の
乱
の
後
、
権
力
を
握
っ
た
の
は
平
清
盛
で
あ
る
。
彼
は
武
士

（
中
・
高
）

と
し
て
初
め
て
太
政
大
臣
に
上
り
つ
め
、
膨
大
な
荘
園
と
知
行
国
を
持
ち
、
日
宋
貿
易
に
も
力
を
注
い
だ
。

（
例
）
平
清
盛
、
後
白
河
天
皇
（
法
皇
）

ち
ぎ
よ
う
こ
く

し
か
し
、
清
盛
の
死
と
前
後
し
て
源
平
の
争
乱
が
起
こ
る
。
一
一
八
〇
年
の
以
仁
王
の
挙
兵
を
き
っ
か
け
に
、
源
義

足
利
義
満

な
ど

仲
の
京
都
侵
入
、
壇
ノ
浦
の
合
戦
と
、
五
年
に
わ
た
っ
て
続
い
た
争
乱
は
、
最
終
的
に
平
氏
の
滅
亡
で
幕
を
閉
じ
た
。

後
白
河
法
皇
は
源
義
経
に
頼
朝
追
討
を
命
じ
た
が
、
最
後
に
勝
ち
残
っ
た
の
は
、
頼
朝
で
あ
る
。

鎌
倉
に
幕
府
を
開
い
た
頼
朝
は
、
一
一
九
二
年
に
征
夷
大
将
軍
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
し
か
し
、
源
氏
に
よ
る
将
軍
は
三

代
し
か
続
か
ず
、
以
後
、
鎌
倉
幕
府
の
実
権
は
北
条
氏
が
執
権
と
し
て
掌
握
し
た
。
一
二
二
一
年
に
は
、
後
鳥
羽
上
皇

し
っ
け
ん

が
執
権
北
条
義
時
を
追
討
す
る
兵
を
挙
げ
た
が
、
幕
府
の
圧
倒
的
勝
利
に
終
わ
っ
た(

承
久
の
乱)

。

そ
の
後
、
幕
府
は
京
都
に
六
波
羅
探
題
を
お
い
て
朝
廷
を
監
視
し
、
京
都
内
外
の
警
備
や
西
国
の
統
括
を
任
務
に
あ

ろ

く

は

ら

た

ん

だ

い

た
ら
せ
た
。
し
か
し
、
二
度
に
わ
た
る
元
（
蒙
古
）
の
襲
来
や
経
済
状
況
の
悪
化
に
よ
っ
て
、
幕
府
は
次
第
に
衰
退
し

て
い
っ
た
。

十
四
世
紀
に
入
っ
て
、
後
醍
醐
天
皇
は
、
笠
置
山
に
反
幕
勢
力
を
結
集
し
て
、
倒
幕
の
の
ろ
し
を
上
げ
た
。
一
時
は

（
授
業
の
た
め
に
）

幕
府
に
よ
り
流
刑
に
さ
れ
る
が
、
足
利
尊
氏
や
新
田
義
貞
の
活
躍
も
あ
り
、
一
三
三
三
年
鎌
倉
幕
府
は
滅
亡
し
た
（
建

室
町
時
代
に
は
、
北
山
文
化
や
東
山

武
の
新
政
）
。

文
化
が
栄
え
た
。
能
・
狂
言
、
茶
道
や
華

し
か
し
建
武
の
新
政
は
長
く
は
続
か
ず
、
足
利
尊
氏
が
征
夷
大
将
軍
に
任
ぜ
ら
れ
て
か
ら
は
、
吉
野
の
南
朝
と
京
都

道
な
ど
、
現
在
も
脈
々
と
受
け
継
が
れ

の
北
朝
が
対
立
し
、
南
北
朝
の
動
乱
が
始
ま
る
。

て
い
る
伝
統
芸
能
・
文
化
が
京
都
に
は
た

そ
れ
が
収
ま
る
の
は
、
三
代
将
軍
足
利
義
満
の
時
代
で
、
南
北
朝
の
合
体
を
行
い
、
室
町
に
壮
麗
な
「
花
の
御
所
」

く
さ
ん
あ
る
。
そ
れ
ら
の
中
で
一
つ
選
ん

と
よ
ば
れ
る
邸
宅
を
造
営
し
て
、
室
町
幕
府
の
中
心
と
し
た
。
ま
た
、
鹿
苑
寺
舎
利
殿
（
金
閣
）
は
、
そ
の
義
満
が
北

で
、
調
べ
さ
せ
て
み
よ
う
。
（
全
）

山
殿
内
に
建
て
た
建
築
物
で
あ
る
。

→
京
都
府
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
人
権
ゆ
か

八
代
将
軍
の
義
政
は
、
東
山
殿
、
現
在
の
慈
照
寺
銀
閣
を
建
て
た
。
そ
れ
は
、
義
満
時
代
の
北
山
文
化
に
対
し
て
義

り
の
地
を
た
ず
ね
て
Ⅲ
『
慈
照
寺
（
銀

政
時
代
の
東
山
文
化
を
代
表
す
る
建
築
物
で
あ
る
。

閣
寺
）
の
高
等
学
校
編
』
ｐ
九
十
に
も

掲
載
）
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（
３
）
信
長
・
秀
吉
・
家
康
と
京
都

室
町
幕
府
は
、
守
護
大
名
の
抗
争
に
よ
り
弱
体
化
し
、
応
仁
・
文
明
の
乱
（
一
四
六
七
～
七
七
年
）
は
、
京
都
を
焼

（
授
業
の
た
め
に
）

き
尽
く
し
、
幕
府
の
力
を
更
に
弱
め
た
。
そ
れ
に
伴
っ
て
、
各
地
の
守
護
大
名
や
新
興
勢
力
は
地
域
支
配
力
を
強
め
て

戦
国
大
名
た
ち
が
、
京
都
を
目
指
し

自
立
し
、
戦
国
大
名
と
な
っ
て
一
様
に
京
都
を
目
指
し
た
。
上
洛
は
全
国
支
配
の
権
威
を
手
に
入
れ
よ
う
と
す
る
戦
国

た
理
由
は
何
か
、
話
し
合
わ
せ
て
み
よ

大
名
に
と
っ
て
最
終
目
標
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
応
仁
・
文
明
の
乱
の
後
も
な
お
、
京
都
は
政
治
的
に
重
要
な
位
置
を

う
。
（
中
・
高
）

占
め
て
い
た
。

桶
狭
間
の
戦
い
で
今
川
義
元
を
破
っ
た
織
田
信
長
は
、
一
五
六
八
年
足
利
義
昭
を
立
て
て
京
都
に
入
っ
た
。
そ
の
後

一
五
七
三
年
に
室
町
幕
府
を
滅
ぼ
し
、
京
都
と
地
元
の
岐
阜
を
結
ぶ
線
上
の
近
江
に
、
壮
大
な
安
土
城
を
築
い
た
。
信

長
の
有
力
家
臣
は
日
本
各
地
で
戦
い
、
そ
の
勢
力
を
拡
大
し
て
い
っ
た
。
後
に
本
能
寺
の
変
で
信
長
を
討
つ
こ
と
に
な

る
明
智
光
秀
は
、
丹
波
の
国
を
攻
略
し
、
一
五
七
九
年
に
抵
抗
す
る
武
士
は
い
な
く
な
っ
た
。
明
智
光
秀
は
丹
波
亀
山

城
（
現
在
の
亀
岡
市
）
、
横
山
城
（
光
秀
が
福
智
山
城
と
改
名

現
在
の
福
知
山
市
）
等
を
築
城
し
、
領
内
の
発
展
に

努
め
た
。
同
時
期
、
丹
後
の
国
の
南
部
は
、
細
川
藤
孝
が
宮
津
城
（
現
在
の
宮
津
市
）
・
田
辺
城
（
現
在
の
舞
鶴
市
）

ふ
じ
た
か

を
居
城
と
し
て
い
た
。

（
大
堰
川
）

（
授
業
の
た
め
に
）

信
長
の
没
後
、
天
下
統
一
を
果
し
た
の
は
豊
臣
秀
吉
で
あ
る
。
信
長
を
倒
し
た
明
智
光
秀
に
山
崎
（
現
在
の
大
山
崎

京
都
府
内
に
あ
る
「
城
」
に
つ
い
て
、
調

町
）
の
合
戦
で
勝
ち
、
そ
の
後
様
々
な
戦
い
に
勝
利
し
て
、
本
拠
を
大
坂
城
に
移
し
、
関
白
太
政
大
臣
の
地
位
を
得
た
。

べ
さ
せ
て
み
よ
う
。
（
小
・
中
）

一
五
八
七
年
、
秀
吉
は
聚
楽
第
を
完
成
さ
せ
、
京
都
の
城
塞
都
市
化
と
区
画
整
理
を
試
み
た
。
「
御
土
居
」
や
「
寺
町
」

「
京
の
七
口
」
に
つ
い
て
、
調
べ
さ
せ
て

な
な
く
ち

は
そ
の
名
残
で
あ
る
。
晩
年
に
住
ま
い
と
し
た
伏
見
城
は
、
京
都
と
豊
臣
家
本
拠
地
の
大
坂
を
結
ぶ
線
上
に
築
か
れ
て

み
よ
う
。
（
全
）

い
る
。
城
下
町
伏
見
に
は
、
今
も
「
桃
山
町
島
津
」
、
「
毛
利
長
門
」
、
「
筒
井
伊
賀
」
な
ど
の
大
名
屋
敷
に
ち
な
ん
だ
町

名
が
残
っ
て
い
る
。
安
土
桃
山
時
代
と
い
う
呼
び
方
は
、
信
長
・
秀
吉
の
居
城
に
ち
な
ん
で
い
る
。

（
授
業
の
た
め
に
）

江
戸
時
代
の
府
内
各
藩
の
特
徴
に
つ

秀
吉
の
死
後
、
関
ヶ
原
の
戦
い
に
勝
利
し
た
徳
川
家
康
は
江
戸
幕
府
を
開
き
、
京
に
は
、
京
都
所
司
代
や
二
条
城
を

い
て
調
べ
さ
せ
て
み
よ
う
。
（
全
）

設
置
し
た
。
京
都
所
司
代
は
、
京
都
の
警
備
・
朝
廷
の
監
視
と
西
国
の
統
制
の
役
割
を
担
っ
て
い
た
。

丹
波
・
丹
後
で
は
、
江
戸
時
代
に
は
最
大
で
十
二
の
大
名
が
本
拠
を
持
っ
て
い
た
。
そ
の
内
、
城
持
大
名
は
四
家
。

亀
山
藩
、
福
知
山
藩
、
宮
津
藩
、
田
辺
藩
が
あ
り
、
久
美
浜
に
は
代
官
所
が
置
か
れ
た
。

政
治
の
中
心
が
江
戸
に
移
っ
た
後
、
京
都
の
「
政
治
」
の
真
の
担
い
手
で
あ
る
町
衆
は
、
さ
ら
に
影
響
力
を
拡
大
し

て
い
っ
た
。
た
と
え
ば
、
豪
商
と
し
て
名
高
い
角

倉

了
以
は
、
私
財
を
投
じ
て
、
水
運
発
展
の
た
め
に
丹
波
と
京
を
結

す
み
の
く
ら
り
ょ
う
い

ぶ
大
堰
川
を
開
削
し
、
京
都
の
中
心
部
と
伏
見
を
結
ぶ
水
運
用
の
運
河
と
し
て
高
瀬
川
を
開
い
た
。



7

３

近
代
京
都
の
誕
生
と
発
展

（
１
）
新
し
い
時
代
の
幕
開
け
ー
幕
末
を
経
て
「
京
都
府
」
へ
ー

（
授
業
の
た
め
に
）

明
治
維
新
の
変
革
は
、
近
世
を
通
じ
て
発
展
し
て
き
た
日
本
の
都
市
に
大
き
な
変
動
を
も
た
ら
し
た
。
な
か
で
も
京

幕
末
の
京
都
の
様
子
に
つ
い
て
、
そ
れ

都
が
被
っ
た
衝
撃
は
深
刻
な
も
の
で
あ
っ
た
。
新
選
組
の
池
田
屋
事
件
、
京
都
市
街
地
の
三
分
の
一
以
上
を
焼
失
し
た

ぞ
れ
の
地
域
で
、
ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た

と
い
わ
れ
る
蛤

御

門
の
変
、
鳥
羽
伏
見
の
戦
い
な
ど
、
京
都
は
幕
末
維
新
の
動
乱
に
巻
き
込
ま
れ
た
。

の
か
を
、
各
市
町
村
史
な
ど
を
参
考
に

は
ま
ぐ
り
ご
も
ん

京
都
は
、
王
政
復
古
に
よ
っ
て
新
政
府
の
中
心
に
な
る
と
期
待
さ
れ
た
が
、
一
八
六
九
年
東
京
へ
の
事
実
上
の
奠
都

し
て
、
調
べ
さ
せ
て
み
よ
う
。
（
全
）

て

ん

と

が
決
定
的
と
な
っ
た
。
天
皇
に
し
た
が
っ
て
東
京
へ
向
か
う
公
家
も
多
く
京
都
の
伝
統
産
業
や
伝
統
芸
能
は
大
き
な
打

撃
を
受
け
た
。

一
八
六
八
年
、
山
城
国
の
皇
室
領
、
公
家
領
な
ど
を
中
心
に
京
都
府
が
成
立
す
る
。
そ
の
後
、
一
八
七
一
年
、
廃
藩

（
授
業
の
た
め
に
）

置
県
に
よ
っ
て
、
旧
藩
が
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
県
と
な
っ
た
。
同
年
十
一
月
に
府
県
統
廃
合
が
行
わ
れ
、
京
都
府
と
豊
岡
県

昔
の
子
ど
も
た
ち
の
「
遊
び
」
に
つ
い

が
生
ま
れ
、
そ
の
後
一
八
七
六
年
に
は
豊
岡
県
が
廃
止
と
な
り
、
丹
後
国
五
郡
と
丹
波
国
天
田
郡
は
京
都
府
に
移
管
さ

て
調
べ
、
自
分
た
ち
で
も
遊
ば
せ
て
み

れ
現
在
の
京
都
府
の
管
轄
領
域
が
定
ま
っ
た
。
府
知
事
は
、
槇
村
正
直
と
な
る
。
京
都
再
生
の
た
め
に
な
さ
れ
た
諸
政

よ
う
。
（
小
）

ま
き
む
ら
ま
さ
な
お

策
は
一
般
に
「
京
都
策
」
と
い
わ
れ
た
が
、
こ
れ
ら
は
勧
業
政
策
か
ら
政
治
経
済
、
教
育
に
至
る
大
改
革
を
含
ん
で
い

た
。
教
育
で
は
、
中
世
以
降
、
町
衆
に
よ
っ
て
築
か
れ
た
町
組
の
組
織
の
上
に
新
た
に
学
区
制
を
敷
き
、
小
学
校
を
町

組
を
単
位
と
し
て
設
け
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
上
京
第
二
十
七
番
組
小
学
校
は
、
日
本
最
初
の
小
学
校
で
あ
っ
た
。

こ
の
基
盤
の
上
に
、
や
が
て
中
学
校
、
女
学
校
が
創
立
さ
れ
、
一
八
九
四
（
明
治
二
十
七
）
年
第
三
高
等
学
校
が
誕
生

し
た
。
府
内
各
地
の
藩
校
時
代
か
ら
の
伝
統
あ
る
学
校
も
、
小
学
校
・
中
学
校
と
し
て
整
備
さ
れ
て
き
た
。

産
業
面
に
お
い
て
も
、
次
々
と
画
期
的
な
施
策
が
行
わ
れ
て
い
っ
た
。
た
と
え
ば
、
舎
密
局
、
勧
業
場
、
織
殿
、
染

せ
い
み
き
ょ
く

殿
な
ど
の
設
立
や
博
覧
会
の
開
催
で
あ
る
。

中
で
も
琵
琶
湖
疏
水
は
特
筆
す
べ
き
事
業
で
あ
っ
た
。
北
垣
国
道
知
事
の
も
と
、
一
八
八
五
（
明
治
十
八
）
年
か
ら

そ

す

い

き
た
が
き
く
に
み
ち

足
か
け
六
年
の
大
事
業
は
、
日
本
初
の
水
力
発
電
（
蹴
上
発
電
所
）
、
路
面
電
車
の
敷
設
な
ど
を
可
能
に
し
、
今
な
お

（
琵
琶
湖
疏
水
合
流
点
）

一
日
に
二
百
万
立
方
メ
ー
ト
ル
の
水
を
琵
琶
湖
か
ら
京
都
へ
送
り
、
水
道
水
を
供
給
し
て
い
る
。

コ
ラ
ム
④
「
琵
琶
湖
疏
水
記
念
館
」

記
念
館
は
、
琵
琶
湖
疏
水
竣
工
百
周
年
を
記
念
し
、
先
人
た
ち
の
偉
業
を
後
世
に
伝
え
て
い
こ
う
と
、
京
都

市
水
道
局
が
一
九
八
九
年
八
月
に
開
館
し
た
。
明
治
時
代
に
完
成
し
た
第
一
疏
水
や
第
二
疏
水
の
工
事
記
録
、

イ
ン
ク
ラ
イ
ン
の
模
型
、
通
水
路
目
論
見
実
測
図
な
ど
の
展
示
品
数
百
点
が
並
び
、
疏
水
に
つ
い
て
児
童
生
徒

つ

う

す

い

ろ

も

く

ろ

み

じ

っ

そ

く

ず

が
興
味
を
持
っ
て
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
近
代
京
都
の
三
大
事
業
の
概
要
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
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（
２
）
明
治
・
大
正
・
昭
和
、
そ
し
て
現
代
へ

民
権
活
動
家
た
ち
に
よ
り
中
等
教
育
機
関
の
役
割
を
持
つ
天

橋

義
塾
が
旧
宮
津
藩
藩
校
跡
に
一
八
七
五
年
に
設
立
さ

て
ん
き
ょ
う
ぎ
じ
ゅ
く

れ
た
。
後
に
こ
の
機
能
は
、
宮
津
中
学
校
（
旧
制
）
に
引
き
継
が
れ
る
。

（
授
業
の
た
め
に
）

一
八
九
五
年
に
は
、
平
安
遷
都
千
百
年
祭
が
挙
行
さ
れ
、
平
安
神
宮
が
創
建
さ
れ
た
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
風

府
内
の
文
化
施
設
（
図
書
館
、
資
料

俗
で
行
列
す
る
「
時
代
祭
」
も
始
ま
っ
た
。
一
八
九
八
年
に
京
都
府
立
図
書
館
が
開
館
し
た
。
翌
年
に
は
、
京
都
府
水

館
、
博
物
館
、
歴
史
的
建
造
物
等
）
を

産
講
習
所
、
京
都
蚕

業
講
習
所
が
開
所
し
、
京
都
の
産
業
振
興
を
図
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
時
期
に
は
、
鉄
道
網
も
整

訪
ね
て
、
訪
問
レ
ポ
ー
ト
を
書
き
、
発

さ
ん
ぎ
ょ
う

備
さ
れ
た
。
京
都
・
神
戸
間
、
京
都
・
舞
鶴
間
の
直
通
運
転
、
私
鉄
と
し
て
京
阪
電
鉄
天
満
橋
（
大
阪
）
・
五
条
間
が

表
さ
せ
て
み
よ
う
。
（
小
・
中
）
→
資
料

開
通
し
た
。
京
都
市
電
の
運
転
が
開
始
さ
れ
た
の
は
一
九
一
二
年
で
あ
る
。
京
津
電
気
鉄
道
三
条
・
浜
大
津
間
は
一
九

ｐ
五
参
照

一
五
年
開
通
で
あ
る
。
一
九
二
四
年
に
は
、
現
在
も
府
民
の
憩
い
の
場
と
な
っ
て
い
る
京
都
府
立
植
物
園
が
開
園
し
て

い
る
。
一
九
二
七
年
に
は
、
丹
後
大
震
災
が
起
こ
り
、
丹
後
地
域
は
大
き
な
被
害
を
被
っ
た
が
、
京
都
府
は
震
災
復
旧

費
と
し
て
多
額
の
府
債
を
発
行
し
て
対
応
し
、
打
撃
を
受
け
た
丹
後
機
業
も
、
短
期
間
で
復
興
を
遂
げ
た
。
ま
た
、
一

九
三
二
年
に
国
営
干
拓
事
業
と
し
て
開
始
さ
れ
た
山
城
地
域
の
巨
椋
池
の
干
拓
事
業
は
、
幾
多
の
困
難
に
直
面
し
な
が

お

ぐ

ら

ら
も
、
一
九
四
一
年
に
な
っ
て
竣
工
し
た
。

一
九
四
六
年
、
第
一
回
秋
季
国
民
体
育
大
会
は
京
都
を
中
心
に
開
催
さ
れ
た
。
の
ち
国
体
は
、
全
国
を
一
巡
し
て
、

一
九
八
八
年
に
二
巡
目
の
初
回
と
な
る
第
四
十
三
回
国
民
体
育
大
会
「
京
都
国
体
」
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

一
九
四
九
年
、
京
都
大
学
出
身
の
湯
川
秀
樹
博
士
が
、
日
本
人
初
の
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
を
受
賞
し
た
。

文
化
施
設
で
は
、

コ
ラ
ム
⑤
「
京
都
に
ゆ
か
り
の
あ
る
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者
」

（
授
業
の
た
め
に
）

府

立

総

合

資

料

館

湯
川

秀
樹

（
物
理
学
賞

一
九
四
九
年

京
都
帝
国
大
学
卒
業
、
京
都
大
学
名
誉
教
授
）

な
ぜ
、
日
本
人
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞

【
現
府
立
京
都
学
・

朝
永

振
一
郎
（
物
理
学
賞

一
九
六
五
年

京
都
帝
国
大
学
卒
業
）

者
に
は
、
京
都
で
学
ん
だ
人
物
が
多
い

歴
彩
館
】
（
一
九
六

江
崎

玲
於
奈
（
物
理
学
賞

一
九
七
三
年

同
志
社
中
学
、
旧
制
第
三
高
等
学
校
卒
業
）

の
か
、
自
分
な
り
の
考
え
を
ま
と
め
さ

三
年
）
、
府
立
文
化

福
井

謙
一

（
化
学
賞

一
九
八
一
年

京
都
帝
国
大
学
卒
業
、
京
都
大
学
名
誉
教
授
）

せ
て
み
よ
う
。
（
中
・
高
）

芸
術
会
館
（
一
九
七

利
根
川

進

(

生
理
学
・
医
学
賞

一
九
八
七
年

京
都
大
学
理
学
部
卒
業
）

〇
年
）
、
府
立
体
育

野
依

良
治

（
化
学
賞

二
〇
〇
一
年

京
都
大
学
工
学
部
卒
業
）

館
（
一
九
七
一
年
）

田
中

耕
一

（
化
学
賞

二
〇
〇
二
年

島
津
製
作
所
フ
ェ
ロ
ー
）

府
立
山
城
総
合
運
動

下
村

脩

（
化
学
賞

二
〇
〇
八
年

福
知
山
市
出
身
）

公
園
（
一
九
八
二
年
）

小
林

誠

（
物
理
学
賞

二
〇
〇
八
年

京
都
大
学
助
手
）

な
ど
が
、
相
次
い
で

益
川

敏
英

（
物
理
学
賞

二
〇
〇
八
年

京
都
大
学
名
誉
教
授
、
京
都
産
業
大
学
教
授
）

開

館

・

開

設

さ

れ

山
中

伸
弥

（
生
理
学
・
医
学
賞

二
〇
一
二
年

京
都
大
学
教
授
）

た
。

赤
崎

勇

（
物
理
学
賞

二
〇
一
四
年

京
都
大
学
理
学
部
卒
業
）

本
庶

佑

（
生
理
学
・
医
学
賞

二
〇
一
八
年

京
都
大
学
名
誉
教
授
）

吉
野

彰

（
化
学
賞

二
〇
一
九
年

京
都
大
学
工
学
部
卒
業
）
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第
二
章
「
文
化
」
か
ら
見
た
京
都
府

（
１
）
自
然
と
文
化

日
本
列
島
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
す
る
京
都
府
は
、
約
四
千
六
百
十
三
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
面
積
を
有
し
、
四
十
七

（
授
業
の
た
め
に
）

都
道
府
県
中
三
十
一
番
目
の
大
き
さ
で
あ
る
。
北
は
日
本
海
と
福
井
県
、
南
は
大
阪
府
、
奈
良
県
、
東
は
三
重
県
、
滋

自
分
の
住
ん
で
い
る
地
域
の
自
然

賀
県
、
西
は
兵
庫
県
と
接
し
て
お
り
、
南
北
に
細
長
い
形
を
し
て
い
る
。
北
部
に
は
由
良
川
水
系
が
、
南
部
に
は
淀
川

に
つ
い
て
調
べ
て
さ
せ
て
み
よ
う
。

水
系
が
、
そ
れ
ぞ
れ
日
本
海
・
瀬
戸
内
海
に
開
い
て
い
る
京
都
府
は
、
水
運
を
始
め
と
す
る
様
々
な
交
通
手
段
で
「
近

地
域
の
方
々
か
ら
の
聞
き
取
り
や

隣
の
地
域
」
と
つ
な
が
り
を
持
ち
、
ま
た
遠
方
の
地
域
ま
で
も
、
往
き
来
が
盛
ん
に
で
き
た
。
「

都

」
に
ふ
さ
わ
し
い

市
町
村
の
公
共
図
書
館
な
ど
も
利

み
や
こ

条
件
が
そ
こ
に
も
あ
る
。

用
さ
せ
、
ま
た
、
調
査
内
容
は
、
ポ
ス

そ
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
す
る
丹
波
山
地
を
境
に
し
て
、
気
候
は
日
本
海
型
と
内
陸
型
に
分
か
れ
て
い
る
。

タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
の
方
法
を
用
い

北
部
の
海
岸
線
は
、
変
化
に
富
む
リ
ア
ス
海
岸
で
、
日
本
三
景
の
「
天
橋
立
」
を
は
じ
め
と
す
る
風
光
明
媚
な
景
勝

て
児
童
生
徒
同
士
で
共
有
さ
せ
た

地
や
天
然
の
良
港
に
恵
ま
れ
て
い
る
。
冬
は
季
節
風
が
強
く
、
雪
の
深
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。

い
。
（
全
）

中
丹
地
域
か
ら
中
部
地
域
は
、
大
部
分
が
山
地
で
、
丹
波
山
地
を
源
に
桂
川
水
系
、
由
良
川
水
系
に
分
か
れ
、
そ
の

流
域
に
は
、
亀
岡
盆
地
、
福
知
山
盆
地
の
ほ
か
小
盆
地
が
点
在
し
て
い
る
。
山
間
部
を
川
が
流
れ
て
い
る
た
め
、
霧
が

発
生
す
る
こ
と
も
あ
る
。
京
都
縦
貫
自
動
車
道
亀
岡
付
近
は
、
早
朝
、
霧
に
包
ま
れ
る
こ
と
が
多
い
。

京
都
盆
地
・
乙
訓
、
山
城
中
部
・
相
楽
地
域
は
、
桂
川
、
宇
治
川
、
木
津
川
の
三
川
合
流
を
要
に
、
山
城
盆
地
が
広

が
っ
て
い
る
。
気
候
は
内
陸
性
気
候
で
、
夏
の
暑
さ
、
冬
の
寒
さ
と
も
厳
し
い
。

鎌
倉
時
代
に
、
兼
好
法
師
が
『
徒
然
草
』
に
気
候
と
家
に
つ
い
て
有
名
な
一
節
を
残
し
て
い
る
。

家
の
つ
く
り
や
う
は
、
夏
を
む
ね
と
す
べ
し
。
冬
は
い
か
な
る
所
に
も
住
ま
る
。

（
第
五
十
五
段
）

当
時
の
平
安
京
（
現
在
の
京
都
市
内
）
の
人
々
も
、
「
夏
の
蒸
し
暑
さ
」
「
冬
の
底
冷
え
」
に
つ
ら
さ
を
感
じ
て
い
た

こ
と
だ
ろ
う
。
自
然
と
文
化
は
密
接
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

（
京
都
丹
後
鉄
道
由
良
川
橋
梁
）

コ
ラ
ム
⑥
「
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
」

ジ
オ
パ
ー
ク
と
は
、
地
質
遺
産
と
よ
ば
れ
る
地
質
学
的
に
重
要
な
地
層
や
岩
石
が
直
接
見
ら
れ
る
場
所
や
重
要

（
授
業
の
た
め
に
）

な
地
形
な
ど
を
含
む
自
然
公
園
を
指
し
て
い
る
。
京
都
府
、
兵
庫
県
、
鳥
取
県
に
ま
た
が
る
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー

「
京
都
府
の
木
」
「
京
都
府
の
花
」

ク
は
、
大
陸
か
ら
日
本
列
島
が
分
か
れ
た
地
形
な
ど
が
評
価
さ
れ
、
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
二
〇
一

「
京
都
府
の
草
花
（
二
種
）
」
「
京
都
府

〇
年
十
月
四
日
に
加
盟
が
認
定
さ
れ
た
。
京
都
府
に
は
京
丹
後
エ
リ
ア
が
あ
る
。

の
鳥
」
が
制
定
さ
れ
て
い
る
の
で
調
べ

さ
せ
よ
う
。
ま
た
、
各
市
町
村
で
も

定
め
ら
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
か
調
べ

さ
せ
て
み
よ
う
。
（
小
）



10

（
２
）
産
業
・
経
済
と
文
化

○
農
業
に
つ
い
て

京
都
府
は
南
北
に
細
長
く
、
気
温
や
降
水
量
に
大
き
な
違
い
が
あ
り
、
作
ら
れ
て
い
る
作
物
も
様
々
で
あ
る
。

（
授
業
の
た
め
に
）

都
と
い
う
巨
大
な
消
費
地
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
、
幾
度
か
の
飢
饉
や
自
然
災
害
を
切
り
抜
け
、
京
都
の
自
然
を
利
用

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
農
業
の
現
状

し
た
農
業
が
着
実
に
定
着
し
て
い
っ
た
。
ま
た
、
商
業
の
発
達
と
と
も
に
中
世
に
は
各
地
で
特
産
物
が
作
ら
れ
る
よ
う

に
つ
い
て
、
調
べ
さ
せ
て
み
よ
う
。
（
農

に
な
り
、
「
宇
治
の
茶
」
「
丹
波
の
栗
・
東
山
の
蕪
・
西
山
の
心

太
」
な
ど
が
『
庭
訓
往
来
』
（
玄
惠
の
著
と
さ
れ
る
、

家
や
Ｊ
Ａ
、
八
百
屋
や
農
業
研
究

か
ぶ

と
こ
ろ
て
ん

て
い
き
ん
お
う
ら
い

げ

ん

え

室
町
初
期
）
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
江
戸
時
代
に
入
る
と
、
「
丹
波
の
た
ば
こ
」
や
「
黒
谷
（
綾
部
）
の
和
紙
」
な
ど

所
、
京
料
理
店
な
ど
へ
の
聞
き
取
り
、

が
全
国
的
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

訪
問
等
を
含
む
。
）
（
全
）

現
在
、
南
部
の
山
城
地
域
は
、
全
国
的
に
も
有
名
な
宇
治
茶
の
生
産
地
で
あ
り
、
北
部
の
丹
後
半
島
で
は
、
碇
高
原

牧
場
な
ど
酪
農
が
行
わ
れ
て
い
る
地
域
が
あ
る
。
ま
た
、
中
央
部
の
亀
岡
盆
地
は
、
米
の
生
産
量
で
は
、
京
都
府
一
の

地
域
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
豊
か
な
自
然
を
生
か
し
て
、
多
く
の
作
物
が
作
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
も
特
に
有
名

な
も
の
が
京
野
菜
で
あ
り
、
全
国
的
に
も
注
目
を
集
め
る
特
産
品
と
な
っ
て
い
る
。

京
野
菜
と
は
、
一
般
的
に
「
京
の
伝
統
野
菜
」
や
「
ブ
ラ
ン
ド
野
菜
」
を
指
し
、
京
都
府
に
よ
り
一
九
八
七
（
昭
和

六
十
二
年
）
に
当
初
三
十
四
種
が
認
定
さ
れ
た
野
菜
の
品
目
の
こ
と
で
あ
る
。
「
賀
茂
な
す
・
壬
生
菜
・
聖
護
院
か
ぶ

し
よ
う
ご
い
ん

・
堀
川
ご
ぼ
う
・
九
条
ね
ぎ
」
な
ど
独
特
の
味
と
風
味
が
人
々
に
愛
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
に
は
、
絶
滅
し
た
野
菜
「

郡
こ
お
り

大
根
」
「
東
寺
蕪
」
の
二
種
類
も
含
ま
れ
て
お
り
、
全
三
十
七
種
類
が
認
定
さ
れ
て
い
る
。

ま

た

、

伝

統

野

菜

コ
ラ
ム
⑦
「
京
の
伝
統
野
菜
」
（
絶
滅
し
た
も
の
も
含
め
て
三
十
七
品
目
）
※
平
成
三
十
年
六
月
現
在

（
京
の
伝
統
野
菜

賀
茂
な
す
）

に

準

じ

る

〇
現
存
す
る
も
の
（
う
ち
消
費
者
向
け
出
荷
が
少
な
い
た
め
、
ブ
ラ
ン
ド
指
定
し
て
い
な
い
も
の
）

野

菜

と

し

・
青
味
大
根

・
桃
山
大
根

・
茎
大
根

・
辛
味
大
根

・
時
無
大
根

・
佐
波
賀
大
根

さ

ば

か

て

、
「

万

・
佐
波
賀
蕪
菁

・
鶯

菜

・
松
ヶ
崎
う
き
な
蕪

・
大
内
蕪

・
舞
鶴
蕪

・
酸
茎
菜

か

ぶ

う
ぐ
い
す
な

か
ぶ

す

ぐ
き

願

寺

唐

辛

・
京
水
芹

・
京
ウ
ド

・
ジ
ュ
ン
サ
イ

・
京
ミ
ョ
ウ
ガ

・
も
ぎ
茄
子

・
聖
護
院
胡
瓜

せ
り

き
ゆ
う
り

子

」
「

鷹

・
桂
瓜

・
田
中
ト
ウ
ガ
ラ
シ

・
柊
野
サ
サ
ゲ

・
畑
菜

ひ
ら
ぎ
の

ヶ

峯

唐

辛

〇
現
存
す
る
も
の
（
う
ち
、
「
京
の
ブ
ラ
ン
ド
産
品
」
に
含
ま
れ
て
い
る
も
の
）

子

」
「

花

・
み
ず
菜
（
京
み
ず
菜
）

・
壬
生
菜
（
京
壬
生
菜
）

・
九
条
ね
ぎ

・
京
た
け
の
こ

菜

」

の

三

・
京
山
科
な
す

・
賀
茂
な
す

・
伏
見
と
う
が
ら
し

・
鹿
ケ
谷
か
ぼ
ち
ゃ

・
え
び
い
も

し

し
が

た

に

種

類

が

知

・
堀
川
ご
ぼ
う

・
聖
護
院
か
ぶ

・
聖
護
院
だ
い
こ
ん

・
く
わ
い

し
よ
う
ご
い
ん

し
よ
う
ご
い
ん

ら

れ

て

い

〇
絶
滅
し
た
も
の

・

郡

大
根

・
東
寺
蕪

こ
お
り

る
。
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○
林
業
に
つ
い
て

京
都
府
で
林
業
が
盛
ん
な
地
域
と
い
え
ば
、
南
丹
市
美
山
町
、
京
都
市
北
区
、
右
京
区
京
北
な
ど
で
あ
る
。
美
山
町

（
授
業
の
た
め
に
）

は
丹
波
高
地
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、
高
さ
が
八
百
～
九
百
ｍ
の
山
が
連
な
り
、
「
京
都
府
の
屋
根
」
と
い
わ
れ
て
い

北
山
杉
を
は
じ
め
、
京
都
の
林
業

る
。

に
つ
い
て
調
べ
さ
せ
て
み
よ
う
。
（
全
）

都
市
の
造
営
の
た
め
に
は
、
多
く
の
物
資
を
必
要
と
す
る
。
中
で
も
木
材
は
重
要
な
役
割
を
果
た
す
。
特
に
京
の
都

今
後
、
京
都
を
は
じ
め
、
日
本
の

は
何
度
も
戦
火
に
見
舞
わ
れ
、
そ
の
た
び
ご
と
に
復
興
を
果
た
し
て
き
た
。
近
隣
か
ら
多
く
の
材
料
の
提
供
を
受
け
た

林
業
を
盛
ん
に
す
る
た
め
の
方
策
に

が
、
木
材
に
つ
い
て
も
丹
波
や
山
城
地
域
な
ど
か
ら
大
堰
川
や
木
津
川
の
水
運
を
使
っ
て
集
め
ら
れ
た
。
林
業
は
消
費

つ
い
て
考
え
さ
せ
て
み
よ
う
。
（
中
・

地
京
都
に
支
え
ら
れ
て
発
達
し
て
き
た
と
い
え
よ
う
。

高
）

京
都
の
家
の
床
柱
に
は
「
北
山
杉
」
の
磨
き
丸
太
が
使
わ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
す
で
に
、
室
町
時
代
に
は
建
築

用
材
と
し
て
用
い
ら
れ
た
と
い
う
。
京
都
で
は
家
を
建
て
替
え
て
も
何
代
も
大
黒
柱
や
床

柱
は
同
じ
木
を
使
う
習
慣
が

と
こ
ば
し
ら

あ
り
、
名
実
と
も
に
家
を
支
え
る
大
黒
柱
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
薪
炭
作
り
も
盛
ん
で
、
平
安
京
以
降
京
都
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
支
え
て
き
た
。

○
漁
業
に
つ
い
て

（
北
山
杉
）

京
都
で
海
に
面
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
丹
後
半
島
を
中
心
と
す
る
地
域
で
、
京
丹
後
市
、
舞
鶴
市
や
伊
根
町
な
ど
、
優

れ
た
漁
港
が
多
い
。

（
授
業
の
た
め
に
）

「
寒
ブ
リ
」
と
呼
ば
れ
る
冬
の
ブ
リ
漁
は
昔
か
ら
有
名
で
、
他
に
も
イ
ワ
シ
、
ア
ジ
、
サ
バ
、
イ
カ
な
ど
が
多
く
捕

自
分
た
ち
の
食
生
活
の
中
で
、
魚

れ
る
。
ま
た
、
最
近
で
は
魚
を
捕
る
だ
け
で
な
く
、
育
て
て
増
や
す
こ
と
に
も
力
を
い
れ
て
お
り
、
ハ
マ
チ
の
養
殖
、

を
ど
の
よ
う
に
食
べ
て
い
る
か
。
一
ヶ

サ
ザ
エ
や
ア
ワ
ビ
の
養
殖
も
盛
ん
で
あ
る
。

月
の
給
食
を
例
と
し
て
、
調
べ
さ
せ

ま
た
、
若
狭
（
福
井
県
）
か
ら
京
の
都
ま
で
を
結
ぶ
街
道
は
「
鯖
街
道
」
と
よ
ば
れ
る
。
若
狭
湾
で
捕
れ
た
サ
バ
を

て
み
よ
う
。
（
小
）

さ
ば
か
い
ど
う

海
岸
で
「
塩
を
す
る
」
と
、
京
都
へ
運
ん
で
く
る
こ
ろ
、
ち
ょ
う
ど
よ
い
塩
加
減
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
。
平
安
時
代

今
後
、
京
都
を
は
じ
め
、
日
本
の

か
ら
魚
類
は
そ
の
土
地
の
人
々
の
食
料
と
な
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
朝
廷
へ
の
貢
納
品
と
し
て
の
需
要
が
多
か
っ
た
。

漁
業
を
盛
ん
に
す
る
た
め
の
方
策
に

中
で
も
「
ア
ワ
ビ
・
ワ
カ
メ
・
カ
ツ
オ
・
ア
ラ
メ
」
な
ど
の
塩
干
加
工
品
の
需
要
が
多
か
っ
た
。

つ
い
て
考
え
さ
せ
て
み
よ
う
。
（
中
・

高
）

○
伝
統
産
業
に
つ
い
て

現
在
の
京
都
の
産
業
は
、
「
伝
統
的
な
産
業
」
と
、
そ
の
高
い
技
術
力
を
背
景
と
し
て
成
長
し
て
き
た
「
先
端
技
術

産
業
」
が
、
互
い
に
切
磋
琢
磨
し
て
発
展
を
続
け
て
い
る
。



12

貴
族
文
化
が
発
展
し
て
い
く
中
で
、
産
業
が
発
達
し
、
経
済
も
発
達
し
て
い
っ
た
。
平
安
時
代
の
初
め
、
左
京
に
東

市
（
現
在
の
七
条
堀
川
付
近
）
、
右
京
に
西
市
（
現
在
の
西
大
路
七
条
付
近
）
の
官
営
市
場
が
開
か
れ
た
。

京
都
と
い
え
ば
「
西
陣
織
、
友
禅
染
」
な
ど
の
繊
維
産
業
や
「
陶
磁
器
、
漆
器
」
な
ど
の
伝
統
工
芸
品
が
す
ぐ
に
思

い
出
さ
れ
る
が
、
そ
れ
ら
は
平
安
時
代
か
ら
、
今
日
に
至
る
ま
で
貴
族
文
化
、
仏
教
文
化
の
影
響
を
受
け
な
が
ら
成
立

・
発
展
を
続
け
て
き
た
。

「
丹
後
ち
り
め
ん
」

（
授
業
の
た
め
に
）

丹
後
は
古
く
か
ら
絹
織
物
の
産
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
。
「
あ
し
ぎ
ぬ
」
と
い
う
絹
織
物
が
献
上
さ
れ
、
今
も
正

和
服
（
着
物
）
に
つ
い
て
調
べ
さ
せ

倉
院
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。
中
世
に
は
「
精
好
織
り
」
と
呼
ば
れ
る
絹
織
物
が
作
ら
れ
て
い
た
が
、
西
陣
の
「
ち
り
め

て
み
よ
う
。
（
小
）

せ
い

ご

ん
織
り
」
が
盛
ん
に
な
っ
て
き
た
の
に
呼
応
す
る
よ
う
に
、
丹
後
に
「
ち
り
め
ん
織
り
」
の
技
術
が
入
っ
た
の
は
、
江

丹
後
ち
り
め
ん
、
西
陣
織
や
手
書

戸
時
代
享
保
年
間
（
十
八
世
紀
前
半
）
と
い
わ
れ
て
い
る
。
峰
山
・
加
悦
谷
等
が
中
心
と
な
っ
て
織
ら
れ
て
い
た
が
、

き
友
禅
な
ど
、
京
都
の
伝
統
産
業
が

の
ち
丹
後
一
帯
に
広
ま
っ
た
。

ど
の
よ
う
な
現
状
で
あ
る
か
を
レ
ポ

ー
ト
さ
せ
て
み
よ
う
。

「
西
陣
織
」

（
中
・
高
）

応
仁
、
文
明
の
乱
で
山
名
宗
全
が
西
軍
の
陣
地
を
構
え
た
の
で
「
西
陣
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
の
土
地
は
、

そ
う
ぜ
ん

も
と
も
と
織
手
の
居
住
地
で
あ
っ
た
。
織
部
司
の
も
と
「
錦
・
綾
」
な
ど
を
織
っ
た
り
染
め
た
り
し
て
い
た
と
い
う
。

お
り
べ
つ
か
さ

鎌
倉
時
代
に
藤
原
定
家
が
『
明
月
記
』
の
中
で
、

近
日
京
中
織
手
、
唐
綾
を
織
り
出
す
。

と
い
っ
て
い
る
よ
う
に
、
す
で
に
中
国
の
も
の
に
負
け
な
い
綾
織
物
が
織
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
、
室
町
時
代
の
『
庭
訓

て
い
き
ん

往
来
』
に
「
大
舎
人
の
綾
、
大
宮
の
絹
」
と
い
う
こ
と
ば
が
見
ら
れ
、
著
名
な
産
物
と
な
っ
て
い
た
。
豊
臣
秀
吉
も
西

お
う
ら
い

お

お

と

ね

り

陣
の
振
興
を
支
援
し
た
。

織
機
の
改
良
や
技
術
の
向
上
と
と
も
に
発
展
を
続
け
、
江
戸
時
代
元
禄
年
間
に
質
・
量
と
も
全
国
一
の
生
産
を
誇
る

よ
う
に
な
っ
た
。
江
戸
時
代
も
幕
府
の
保
護
を
受
け
発
展
を
続
け
た
が
、
何
度
か
の
飢
饉
や
火
災
な
ど
で
か
な
り
の
打

撃
を
受
け
、
江
戸
時
代
末
期
に
は
織
機
の
数
は
全
盛
期
の
四
分
の
一
に
落
ち
込
ん
だ
。
し
か
し
、
明
治
時
代
に
入
っ
て

「
西
陣
織
物
産
会
社
」
が
設
立
さ
れ
、
改
善
が
図
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

「
友
禅
染
」

京
友
禅
は
全
国
の
染
め
呉
服
生
産
量
の
約
八
割
を
占
め
る
。
平
安
時
代
に
置
か
れ
た
官
営
工
房
を
起
源
と
す
る
京
染

は
、
江
戸
時
代
（
十
七
世
紀
後
半
）
、
宮
崎
友
禅
に
よ
っ
て
手
描
き
友
禅
と
い
う
染
色
技
法
に
よ
り
「
京
友
禅
」
と
し

て
確
立
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
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宮
崎
友
禅
は
、
染
料
を
新
し
く
改
良
し
た
り
、
防
染
糊
に
よ
っ
て
模
様
と
地
を
染
め
分
け
る
技
法
を
用
い
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
複
雑
な
模
様
を
描
く
こ
と
を
可
能
に
し
、
多
く
の
色
を
用
い
た
華
や
か
な
染
め
を
実
現
し
た
。
明
治
時
代
に

合
成
染
料
が
導
入
さ
れ
、
型
紙
を
用
い
て
染
め
る
技
法
（
型
友
禅
）
が
取
り
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
量
産
が
可

能
に
な
っ
た
。
鴨
川
で
は
近
年
ま
で
友
禅
染
の
布
に
つ
い
た
染
料
を
洗
い
流
す
作
業
風
景
が
見
ら
れ
た
。

「
京
焼
・
清
水
焼
」

（
授
業
の
た
め
に
）

近
世
以
降
に
京
都
で
生
産
さ
れ
た
陶
磁
器
を
総
称
し
て
京
焼
と
い
う
。
十
七
世
紀
初
め
ご
ろ
か
ら
本
格
的
な
焼
き
物

京
都
で
は
、
伝
統
産
業
に
加
え
、

が
東
山
、
特
に
栗
田
口
や
清
水
辺
り
を
中
心
に
作
ら
れ
始
め
た
。
江
戸
時
代
に
は
様
々
な
技
法
が
取
り
入
れ
ら
れ
、
ま

先
端
（
先
進
）
技
術
産
業
も
盛
ん
で

た
京
都
か
ら
他
地
域
へ
も
そ
の
技
法
が
伝
え
ら
れ
、
発
展
を
続
け
た
。

あ
る
。
そ
れ
ら
に
つ
い
て
、
具
体
的
な

京
焼
・
清
水
焼
の
歴
史
に
欠
か
せ
ぬ
人
物
に
、
野
々
村
仁
清
が
い
る
。
丹
波
の
陶
工
で
あ
っ
た
仁
清
は
、
入
洛
後
、

企
業
や
代
表
的
な
製
品
名
や
、
そ
れ

に
ん
せ
い

茶
器
を
作
り
、
錦
手
の
秘
法
を
会
得
す
る
。
そ
れ
は
華
麗
で
優
雅
な
色
絵
陶
器
で
あ
っ
た
。

が
現
代
社
会
に
果
た
し
て
い
る
役
割

ま
た
、
仁
清
か
ら
直
接
手
ほ
ど
き
を
受
け
た
尾
形
乾
山
は
、
装
飾
性
に
富
ん
だ
絵
模
様
で
、
独
自
の
意
匠
性
を
加
え
、

に
つ
い
て
調
べ
さ
せ
て
み
よ
う
。
（
全
）

け
ん
ざ
ん

発
展
さ
せ
て
い
っ
た
。

（
授
業
の
た
め
に
）

コ
ラ
ム
⑧
「
京
都
府
知
事
指
定
伝
統
工
芸
品
」

京
房
ひ
も
・
撚
ひ
も

京
都
房
撚
紐
工
業
協
同
組
合

図
画
工
作
（
美
術
、
工
芸
）
、
家
庭

「
京
も
の
指
定
工
芸
品
」
と
し
て
次
の
工
芸
品
が
指
定

丹
後
藤
布

丹
後
藤
布
振
興
会

・
技
術
な
ど
の
教
科
書
に
載
っ
て
い
る

京
陶
人
形

京
陶
人
形
工
芸
協
同
組
合

伝
統
産
業
の
作
品
に
つ
い
て
調
べ
さ
せ

西
陣
織

西
陣
織
工
業
組
合

京
都
の
金
属
工
芸
品

京
都
金
属
工
芸
協
同
組
合

て
み
よ
う
。
（
全
）

京
鹿
の
子
絞

京
鹿
の
子
絞
振
興
協
同
組
合

京
象
嵌

協
同
組
合
京
象
嵌
協
会

ま
た
、
コ
ラ
ム
⑧
の
「
京
都
の
伝
統

京
友
禅
、
京
小
紋

京
友
禅
協
同
組
合
連
合
会

京
刃
物

京
都
刃
物
組
合

産
業
」
ま
た
は
「
京
も
の
指
定
工
芸

京
繍

京
都
刺
繍
協
同
組
合

京
の
神
祇
装
束
調
度
品

京
都
神
祇
工
芸
協
同
組
合

品
」
か
ら
一
つ
選
ん
で
、
レ
ポ
ー
ト
さ

京
く
み
ひ
も

京
く
み
ひ
も
工
業
協
同
組
合

京
銘
竹

京
都
竹
材
商
業
協
同
組
合

せ
て
み
よ
う
。
（
中
・
高
）

京
黒
紋
付
染

京
都
黒
染
工
業
協
同
組
合

京
の
色
紙
短
冊
和
本
帖

京
都
色
紙
短
冊
協
同
組
合

京
仏
壇
、
京
仏
具

京
都
府
仏
具
協
同
組
合

北
山
丸
太

京
都
北
山
丸
太
連
合
会

京
漆
器

京
都
漆
器
工
芸
協
同
組
合

京
版
画

京
都
木
版
画
工
芸
組
合

京
指
物
（
京
の
木
工
芸
）

京
都
木
工
芸
協
同
組
合

丹
後
ち
り
め
ん

丹
後
織
物
工
業
組
合

京
焼
・
清
水
焼

京
都
陶
磁
器
協
同
組
合
連
合
会

黒
谷
和
紙

黒
谷
和
紙
協
同
組
合

京
扇
子
、
京
う
ち
わ

京
都
扇
子
団
扇
商
工
協
同
組
合

京
た
た
み

京
都
畳
商
工
協
同
組
合

京
石
工
芸
品

京
都
府
石
材
業
協
同
組
合

京
印
章

京
都
府
印
章
業
協
同
組
合

京
人
形

京
人
形
商
工
業
協
同
組
合

京
七
宝

京
七
宝
協
同
組
合

京
表
具

京
表
具
協
同
組
合
連
合
会

京
竹
工
芸

京
都
竹
工
芸
品
協
同
組
合

（
京
扇
子
・
京
う
ち
わ
）
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（
３
）
生
活
文
化
（
食
・
住
・
衣
）

○
食
生
活
に
つ
い
て

（
授
業
の
た
め
に
）

自
分
の
家
や
親
戚
の
家
で
食
べ
ら

平
安
時
代
の
食
事
は
一
日
二
回
で
、
巳
の
刻
（
午
前
十
時
）
と
申
の
刻
（
午
後
四
時
）
ご
ろ
摂
っ
て
い
た
よ
う
で
あ

れ
て
い
る
「
雑
煮
」
や
「
お
せ
ち
料
理
」

る
。

に
つ
い
て
調
べ
さ
せ
て
み
よ
う
。
（
小
・

主
食
の
米
に
は
、
現
在
の
「
お
こ
わ
」
に
あ
た
る
甑
で
蒸
し
た
「
強
飯
」
と
、
現
在
の
「
ご
は
ん
」
に
あ
た
る
「
ひ

中
）

こ
し
き

こ

わ

い

い

め
飯
」
と
が
あ
っ
た
。
副
食
に
は
、
野
菜
、
海
草
、
魚
、
貝
類
、
肉
な
ど
を
用
い
、
調
理
法
に
は
、
野
菜
や
魚
肉
を
煮

平
安
文
学
の
中
に
食
事
の
場
面
が

た
吸
い
物
の

羮

、
炙

物
（
焼
き
物
）
、
煎
物
、
干
物
、
漬
物
、
鮨
（
魚
介
類
を
塩
漬
け
し
て
発
酵
さ
せ
た
も
の
）
な

少
な
い
の
は
ど
の
よ
う
な
理
由
だ
と

あ
つ
も
の

あ
ぶ
り
も
の

い

り

も

の

ど
が
あ
っ
た
。

考
え
ら
れ
る
か
。
話
し
合
わ
せ
て
み

食
事
に
は
味
が
付
い
て
お
ら
ず
、
自
分
で
調
味
料
を
使
っ
て
味
付
け
を
し
た
。
調
味
料
に
は
、
塩
、
酢
、
味
噌
、
胡

よ
う
。
（
高
）

麻
油
、
醤
（
大
豆
に
小
麦
な
ど
で
作
っ
た

麹

と
食
塩
水
を
加
え
て
醸
造
し
た
も
の
）
が
あ
り
、
甘
味
料
に
は
、
蜂
蜜
、

ひ
し
お

こ
う
じ

飴
、
甘
葛
な
ど
が
使
わ
れ
た
。
ま
た
果
実
や
、
乳
製
品
で
あ
る
「
蘇
」
な
ど
も
食
べ
た
と
い
う
記
録
が
あ
る
。

あ

ま

く
ず

そ

平
安
時
代
の
食
生
活
は
多
様
で
あ
る
。
儀
式
の
時
は
、
豪
華
な
献
立
で
あ
る
が
、
日
常
生
活
で
は
、
「
粥
」
や
「
湯

か
ゆ

漬
け
」
の
た
ぐ
い
で
済
ま
せ
て
い
た
。

ま
た
、
寺
院
で
の
「
も
て
な
し
」
や
茶
の
湯
の
普
及
に
よ
っ
て
洗
練
さ
れ
た
京
菓
子
も
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
の
他
、
宇
治
茶
や
伏
見
の
酒
な
ど
全
国
に
知
ら
れ
た
も
の
も
多
い
。

○
住
生
活
に
つ
い
て

（
授
業
の
た
め
に
）

地
域
の
伝
統
的
な
建
造
物
に
つ
い

平
安
時
代
、
高
官
の
貴
族
は
「
寝
殿
造
」
と
呼
ば
れ
る
邸
宅
に
住
ん
で
い
た
。
「
寝
殿
造
」
は
、
一
町
（
約
一
二
〇

て
調
べ
さ
せ
て
み
よ
う
。
（
小
・
中
）

ｍ
）
四
方
の
敷
地
を
基
本
と
し
、
周
囲
を
築
地
で
囲
み
、
中
央
に
は
寝
殿
が
建
て
ら
れ
、
そ
の
東
・
西
・
北
に
は
渡
殿

寝
殿
造
や
寺
院
建
築
の
特
徴
に
つ

つ

い

じ

わ
た
ど
の

で
つ
な
が
れ
た
対
屋
を
配
し
た
も
の
で
あ
る
。
寝
殿
正
面
に
は
池
や
築
山
な
ど
の
あ
る
大
き
な
庭
を
造
り
、
池
に
面
し

い
て
ま
と
め
さ
せ
て
み
よ
う
。
（
高
）

た

い

の

や

て
釣
殿
・
泉
殿
が
造
ら
れ
た
。

一
方
、
庶
民
の
住
居
に
つ
い
て
は
、
慶
滋

保
胤
の
『
池
亭
記
』
（
九
八
二
年
）
に
は
、

よ
し
し
げ
の
や
す
た
ね

ち

て

い

き

「
左
京
の
四
条
大
路
よ
り
北
の
一
帯
は
、
現
在
、
そ
の
西
の
端
か
ら
東
の
端
ま
で
、
人
々
が
身
分
の
上
下
に
関
係
な

く
数
多
く
群
れ
集
っ
て
暮
ら
す
地
域
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
大
き
な
邸
宅
と
大
き
な
邸
宅
と
が
門
を
並
べ
て
母

屋
を
連
ね
て
お
り
、
小
屋
と
小
屋
と
が
壁
を
触
れ
合
わ
せ
て
軒
を
接
し
て
い
る
」
と
あ
り
、
「
洛
中
洛
外
図
屏
風
」
に

は
、
室
町
時
代
の
街
に
暮
ら
す
庶
民
の
小
さ
な
木
造
の
家
屋
が
描
か
れ
て
い
る
。

昔
か
ら
人
々
は
生
活
に
適
し
た
住
居
を
工
夫
し
て
お
り
、
伊
根
町
の
「
舟
屋
」
や
南
丹
市
美
山
町
の
「
か
や
ぶ
き
の

里
」
等
は
、
そ
の
一
例
で
あ
る
。

（
美
山
か
や
ぶ
き
の
里
）
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○
衣
生
活
に
つ
い
て

（
授
業
の
た
め
に
）
）

古
典
文
学
に
出
て
く
る
服
装
に
つ

平
安
時
代
中
期
以
降
、
「
束
帯
」
が
貴
族
の
正
装
と
な
っ
た
。
貴
族
の
装
束
は
こ
の
ほ
か
に
、
準
正
装
の
「
布
袴
」
、

い
て
、
「
絵
巻
物
」
な
ど
を
資
料
に
し

ほ

う

こ

略
装
の
「
衣
冠
」
、
平
常
服
の
「
狩
衣
」
、
庶
民
の
服
装
「
水
干
」
、
鎌
倉
時
代
以
降
武
家
の
平
常
服
と
な
っ
た
「
直
垂
」

て
、
レ
ポ
ー
ト
を
作
成
さ
せ
て
み
よ

か
り
ぎ
ぬ

す

い

か

ん

ひ

た

た

れ

な
ど
が
あ
っ
た
。

う
。
（
中
・
高
）

女
性
の
正
装
は
、「
唐
衣
・
裳
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
天
皇
の
前
に
伺
候
す
る
と
き
に
必
ず
着
用
し
た
。
こ
れ
は
、
長
袴

か
ら
ぎ
ぬ

も

し

こ

う

な
が
は
か
ま

・
単
・

袿

・
表
着
に
打
衣
を
加
え
、
唐
衣
・
裳
を
着
け
た
も
の
で
あ
る
。
日
常
的
に
は
、
小
袿
、
袿
、
細
長
が
用
い

ひ
と
え

う
ち
ぎ

う

わ

ぎ

う

ち

ぎ

ぬ

ら
れ
た
。
平
安
時
代
の
衣
服
は
何
枚
も
重
ね
て
着
る
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、
「
襲
色
目
」
と
い
う
色
彩
の
調
和
美
を
生

か
さ
ね

い

ろ

め

み
出
し
た
。

貴
族
や
官
吏
は
絹
織
物
、
庶
民
は
麻
織
物
が
原
則
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
織
物
の
技
術
は
こ
の
時
代
よ
り
盛
ん
に
な

り
、
錦
・
羅
・
綾
な
ど
高
級
織
物
も
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ら

室
町
時
代
に
は
、
朝
鮮
半
島
か
ら
輸
入
さ
れ
た
木
綿
が
登
場
す
る
。

コ
ラ
ム
⑨
「
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
」

文
化
財
保
護
法
第
一
四
三
条
に
基
づ
き
、
市
町
村
が
条
例
な
ど
に
よ
り
定
め
る
の
が
「
伝
統
的
建
造
物
群
保
存

地
区
」
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
価
値
が
特
に
高
い
も
の
と
し
て
、
市
町
村
の
申
し
出
に
基
づ
き
、
国
（
文
部
科
学

大
臣
）
に
よ
り
選
定
さ
れ
る
の
が
「
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
」
で
あ
る
。

二
〇
一
九
（
令
和
元
）
年
一
二
月
二
三
日
現
在
、
日
本
全
国
で
は
一
〇
〇
市
町
村
で
一
二
〇
地
区
あ
る
。

京
都
府
で
は
次
の
七
地
区
が
選
定
さ
れ
て
い
る
。

・
産
寧
坂
（
京
都
市
東
山
区

門
前
町
と
し
て
）

・
祗
園
新
橋
（
京
都
市
東
山
区

茶
屋
町
と
し
て
）

・
嵯
峨
鳥
居
本
（
京
都
市
右
京
区

門
前
町
と
し
て
）

・
上
賀
茂
（
京
都
市
北
区

社
家
町
と
し
て
）

・
美
山
町
北
（
南
丹
市

山
村
集
落
と
し
て
）

・
加
悦
（
与
謝
野
町

製
織
町
と
し
て
）

・
伊
根
浦
（
伊
根
町

漁
村
と
し
て
）
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（
４
）
こ
と
ば
と
文
学

（
授
業
の
た
め
に
）

自
分
た
ち
が
日
常
使
っ
て
い
る
こ

日
常
使
わ
れ
て
い
る
京
都
方
言
は
、
大
き
く
「
丹
後
方
言
」
、
「
丹
波
方
言
」
、
「
山
城
方
言
」
に
分
類
で
き
る
。

と
ば
（
方
言
）
に
つ
い
て
調
べ
さ
せ
て
み

一
般
的
に
い
わ
れ
て
い
る
「
京
こ
と
ば
」
と
は
、
「
山
城
方
言
」
の
一
部
を
指
し
て
い
る
。

よ
う
。
（
小
）

さ
ら
に
、
「
京
こ
と
ば
」
は
、
「
御
所
こ
と
ば
」
、
「
室
町
・
商
人
こ
と
ば
」
、
「
西
陣
・
職
人
こ
と
ば
」
、
「
祇
園
・
花
街

「
方
言
（
地
域
語
）
」
の
考
察
を
通

こ
と
ば
」
、「
各
伝
統
産
業
の
専
門
用
語
」
な
ど
、
様
々
に
区
分
さ
れ
る
。
加
え
て
、
京
都
周
辺
語
と
し
て
「
八
瀬
方
言
」
、

し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特
徴
に
つ

「
大
原
方
言
」
、
「
深
草
方
言
」
、
「
宇
治
方
言
」
、
「
南
山
城
方
言
」
な
ど
に
細
分
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

い
て
考
え
さ
せ
て
み
よ
う
。
（
中
・
高
）

「
丹
後
方
言
」
や
「
丹
波
方
言
」
に
も
音
韻
や
ア
ク
セ
ン
ト
な
ど
の
地
域
差
が
あ
り
、
更
に
細
か
く
分
類
で
き
る
。

「
こ
と
ば
」
は
、
わ
た
し
た
ち
の
認
識
の
基
礎
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
地
域
特
有
の
「
こ
と
ば
」
は
、
そ
こ
で

暮
ら
す
人
々
の
考
え
方
や
生
活
の
在
り
方
に
根
ざ
す
も
の
も
少
な
く
な
い
。

「
こ
と
ば
」
の
地
域
的
な
使
い
方
や
差
異
を
比
較
検
討
す
る
こ
と
は
、
そ
の
地
域
の
生
活
感
や
感
情
が
ど
の
よ
う
に

継
承
さ
れ
、
同
時
に
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
の
か
を
考
え
る
契
機
と
な
る
。
そ
れ
は
、
今
日
の
「
時
代
」
や
「
文
化
」
を
考

え
る
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
。
ま
た
、
「
こ
と
ば
」
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
は
、
地
域
へ
の
興
味
・
関
心
を
喚
起

す
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
今
日
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
世
代
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
促
進
さ
せ
た
り
、
地
域
の
人
々
と

交
流
し
た
り
す
る
こ
と
に
つ
な
げ
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

平
安
時
代
の
文
学
作
品
は
、
そ
の
多
く
が
京
都
で
書
か
れ
、
京
都
を
舞
台
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
多
く
の
歌
人
が
京

（
授
業
の
た
め
に
）

都
の
風
景
を
和
歌
に
詠
み
込
ん
で
い
る
。

地
域
に
残
さ
れ
た
「
伝
承
」
や
「
説

今
日
の
京
都
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
こ
の
よ
う
な
和
歌
や
文
学
作
品
を
端
緒
と
し
て
、
形
作
ら
れ
た
も
の
が
多
い
は
ず
で

話
」
を
調
べ
さ
せ
て
み
よ
う
。
既
に
本

あ
る
。
と
同
時
に
、
今
日
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
感
覚
が
、
作
品
の
中
に
息
づ
い
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。
古
典
を
学
ぶ
意

に
な
っ
て
い
る
も
の
が
あ
れ
ば
、
読
書

義
の
一
つ
が
そ
こ
に
あ
る
。

活
動
の
一
環
と
し
て
取
り
上
げ
て
み

平
安
時
代
の
古
典
文
学
に
は
、
『
枕
草
子
』
な
ど
の
随
筆
や
『
蜻
蛉
日
記
』
に
始
ま
る
女
流
日
記
、
『
源
氏
物
語
』
に

よ
う
。
（
小
・
中
）

か
げ
ろ
う

代
表
さ
れ
る
物
語
文
学
や
『
大
鏡
』
な
ど
の
歴
史
物
語
が
あ
り
、
中
世
で
は
、
『
平
家
物
語
』
な
ど
の
軍
記
物
語
や
『
方

丈
記
』
・
『
徒
然
草
』
の
随
筆
な
ど
、
京
都
に
ゆ
か
り
の
あ
る
作
品
は
枚
挙
に
暇
が
な
い
。

古
典
文
学
に
お
け
る
古
語
の
響
き
や
、
語
り
の
息
づ
か
い
な
ど
を
味
わ
う
た
め
に
も
、
古
典
を
原
文
で
読
ん
で
欲
し

い
と
は
思
う
も
の
の
、
原
文
の
解
釈
は
、
な
か
な
か
容
易
で
は
な
い
。
近
年
は
、
研
究
書
や
作
家
に
よ
る
現
代
語
訳
に

加
え
、
漫
画
化
さ
れ
た
も
の
ま
で
、
多
様
な
テ
キ
ス
ト
で
古
典
作
品
に
触
れ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
方
法
は
と
も
あ

れ
、
ま
ず
は
古
典
に
触
れ
、
興
味
を
持
つ
こ
と
が
第
一
で
あ
ろ
う
。

散
文
で
は
、
解
釈
や
通
読
が
ど
う
し
て
も
困
難
で
、
古
典
を
取
り
上
げ
に
く
い
と
い
う
場
合
は
、
韻
文
か
ら
入
る
の

が
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。
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や
ま
と
う
た
は
人
の
心
を
種
と
し
て
よ
ろ
づ
の
言
の
葉
と
ぞ
な
れ
り
け
る

『
古
今
和
歌
集
』
仮
名
序
で
、
紀
貫
之
が
表
し
た
よ
う
に
、
和
歌
に
は
様
々
な
感
情
が
様
々
な
こ
と
ば
と
な
っ
て
織

（
授
業
の
た
め
に
）

り
込
ま
れ
て
い
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
を
詠
ん
だ
和
歌

京
都
府
内
に
は
、
多
く
の
歌
枕
が
存
在
す
る
。
ま
た
、
多
く
の
歌
人
が
、
京
都
の
風
景
を
和
歌
に
詠
み
込
み
、
そ
の

（
「
百
人
一
首
」
）
を
調
べ
さ
せ
て
み
よ

イ
メ
ー
ジ
が
定
式
化
し
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
に
基
づ
い
て
新
た
な
歌
が
詠
ま
れ
て
い
く
。

う
。
（
全
）

由
良
の
と
を
わ
た
る
舟
人
か
ぢ
を
絶
え
ゆ
く
へ
も
知
ら
ぬ
恋
の
道
か
な

曾
禰
好
忠

朝
ぼ
ら
け
宇
治
の
川
霧
た
え
だ
え
に
あ
ら
は
れ
わ
た
る
瀬
々
の
網
代
木

権
中
納
言
定
頼

み
か
の
原
わ
き
て
流
る
る
い
づ
み
川
い
つ
見
き
と
て
か
恋
し
か
る
ら
む

中
納
言
兼
輔

前
に
あ
げ
た
和
歌
は
、
い
ず
れ
も
『
小
倉
百
人
一
首
』
に
採
ら
れ
た
も
の
だ
が
、
こ
れ
ら
が
人
々
に
そ
の
地
の
イ
メ

ー
ジ
を
喚
起
し
、
そ
こ
を
訪
ね
た
こ
と
の
な
い
人
々
の
憧
憬
を
か
き
立
て
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
さ
な
が
ら
、
こ
と
ば
と
風
景
と
の
一
体
化
が
図
ら
れ
る
。

（
宇
治
川
）

地
域
と
の
関
わ
り
で
い
え
ば
、
そ
の
土
地
に
残
さ
れ
た
伝
承
や
伝
説
、
説
話
な
ど
を
取
り
上
げ
る
こ
と
も
で
き
る
。

（
授
業
の
た
め
に
）

民
間
伝
承
や
昔
話
を
そ
の
土
地
の
こ
と
ば
で
語
る
こ
と
が
で
き
る
語
り
部
は
、
ど
ん
ど
ん
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
が
、

現
代
の
こ
と
ば
へ
の
古
典
作
品
の
影

近
年
は
、
そ
れ
と
は
違
う
形
式
で
は
あ
る
も
の
の
、
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
読
み
聞
か
せ
の
取
り
組
み
等
も
見
ら

響
を
考
え
さ
せ
、
具
体
的
な
作
品
に

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
「
こ
と
ば
」
と
の
関
わ
り
で
言
え
ば
、
語
ら
れ
る
生
き
た
こ
と
ば
に
触
れ
る
こ
と
の
意
義

ふ
れ
さ
せ
て
み
よ
う
。
（
全
）

は
大
き
い
し
、
ま
た
、
自
分
た
ち
で
語
っ
て
み
る
と
い
う
の
も
「
こ
と
ば
」
へ
の
興
味
づ
け
と
し
て
は
意
味
が
あ
る
。

そ
う
い
う
点
で
は
、
地
域
で
歌
わ
れ
て
い
る
「
わ
ら
べ
う
た
」
を
扱
う
の
も
一
つ
の
方
法
で
あ
る
。

ま
た
、
近
現
代
の
文
学
作
品
に
も
京
都
を
舞
台
と
し
た
も
の
は
多
い
。

（
授
業
の
た
め
に
）

森
鷗
外
や
夏
目
漱
石
、
梶
井
基
次
郎
に
川
端
康
成
、
谷
崎
潤
一
郎
、
三
島
由
紀
夫
、
水
上
勉
な
ど
か
ら
、
山
村
美
紗

京
都
府
を
舞
台
に
し
た
作
品
に
つ

や
西
村
京
太
郎
、
夢

枕

漠
や
浅
田
次
郎
、
最
近
で
は
万
城
目
学
や
森
見
登
美
彦
な
ど
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
を
手
が
け
る
作

い
て
、
ど
の
地
域
が
描
か
れ
て
い
る
か

ゆ
め
ま
く
ら
ば
く

ま

き

め

ま

な

ぶ

家
が
府
内
各
地
を
そ
の
作
品
の
舞
台
に
選
ん
で
い
る
。

等
を
調
べ
、
関
心
の
持
て
る
作
品
を

そ
れ
は
、
多
岐
に
わ
た
る
作
品
を
許
容
し
う
る
魅
力
を
京
都
は
備
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
京
都
が
作
家
た

読
ま
せ
て
み
よ
う
。
（
全
）

ち
の
創
作
意
欲
を
か
き
た
て
る
魅
力
に
あ
ふ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

文
学
作
品
の
舞
台
と
な
っ
た
場
所

を
訪
ね
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
計

画
し
て
み
よ
う
。
（
高
）



18

（
５
）
伝
統
文
化
・
伝
統
芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ

「
茶
道
」

京
都
に
お
け
る
茶
の
栽
培
は
、
平
安
時
代
初
期
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
と
さ
れ
る
が
、
本
格
的
に
な
っ
て
き
た
の
は
鎌

倉
時
代
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
南
北
朝
時
代
末
期
に
「
宇
治
茶
」
が
登
場
し
、
そ
の
後
、
室
町
時
代
か
ら
盛
ん
に
な

っ
て
き
た
「
茶
の
湯
」
に
よ
り
、
更
に
大
き
く
成
長
し
た
。

「
茶
道
」
と
よ
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
室
町
時
代
の
村
田
珠
光
や
武
野
紹
鷗
を
経
て
、
千
利
休
が
安
土
桃
山

じ
ゅ
こ
う

じ
よ
う
お
う

時
代
に
大
成
し
て
か
ら
で
あ
る
。
茶
道
の
普
及
は
、
茶
道
具
や
竹
細
工
、
指
物
な
ど
工
芸
の
発
展
に
も
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
し
た
。

「
華
道
」

室
町
時
代
に
京
都
で
既
に
成
立
し
、
全
国
へ
伝
わ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
座
敷
の
床
の
間
を
飾
る
立
花
様

（
茶
道
具
）

式
が
定
ま
り
、
そ
の
後
、
花
そ
の
も
の
を
鑑
賞
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
十
六
世
紀
の
中
ご
ろ
、
池
坊
専
応
は
、
花
伝
書

せ
ん
お
う

『
専
応
口
伝
』
を
著
し
た
。

く

で

ん

今
日
の
華
道
に
は
江
戸
時
代
か
ら
の
流
れ
を
伝
え
て
い
る
も
の
、
寺
院
の
本
山
を
本
拠
と
す
る
も
の
、
明
治
時
代
以

後
に
独
立
し
て
成
立
し
た
も
の
な
ど
が
あ
る
。
外
国
で
も
「
Ｉ
Ｋ
Ｅ
Ｂ
Ａ
Ｎ
Ａ
」
と
し
て
日
本
独
特
の
芸
術
と
し
て
知

ら
れ
て
い
る
。

「
香
道
」

（
授
業
の
た
め
に
）

一
定
の
香
木
を
作
法
ど
お
り
に
薫
き
、
香
り
を
楽
し
む
も
の
で
、
香
は
仏
教
伝
来
と
と
も
に
日
本
に
伝
わ
っ
た
。
平

「
道
」
の
も
っ
て
い
る
意
味
を
考
え

た

安
時
代
か
ら
衣
服
や
部
屋
な
ど
に
香
を
薫
き
し
め
る
風
習
が
生
ま
れ
、
室
町
時
代
に
香
道
と
し
て
確
立
さ
れ
た
。

さ
せ
て
み
よ
う
。
（
高
）

「
雅
楽
」

平
安
時
代
の
宮
廷
で
は
、
古
来
よ
り
日
本
に
伝
わ
る
舞
や
音
楽
と
ア
ジ
ア
諸
国
か
ら
伝
わ
っ
た
舞
や
そ
の
伴
奏
音
楽

と
が
融
合
し
、
儀
式
や
行
事
の
た
め
に
整
え
ら
れ
た
。
こ
れ
が
「
雅
楽
」
で
あ
る
。

が

が

く

当
時
の
寺
院
や
宮
中
で
隆
盛
を
極
め
た
「
雅
楽
」
は
、
庶
民
の
音
楽
と
相
互
に
作
用
し
合
い
な
が
ら
後
の
文
化
に
大

き
く
影
響
し
た
と
考
え
ら
れ
、
現
代
に
も
受
け
継
が
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
「
千
秋
楽
」
や
「
や
た
ら
」
「
打
ち
合
わ

せ
」
「
調
子
」
な
ど
の
言
葉
は
雅
楽
に
由
来
し
て
い
る
な
ど
、
千
二
百
年
後
の
今
に
伝
わ
る
も
の
が
少
な
く
な
い
。

「
能･

狂
言
」

金
閣
が
建
立
さ
れ
北
山
文
化
が
花
開
い
た
室
町
時
代
前
期
、
芸
能
に
携
わ
る
人
は
優
れ
た
能
力
を
持
っ
た
集
団
と
し
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て
敬
う
べ
き
存
在
で
あ
る
と
同
時
に
賤
視
さ
れ
る
存
在
と
な
っ
て
い
た
が
、
足
利
義
満
は
観
阿
弥･

世
阿
弥
父
子
を
保
護

か

ん

あ

み

ぜ

あ

み

し
、
彼
ら
は
「
猿
楽
」
を
芸
能
と
し
て
大
成
さ
せ
、
「
能
」
や
「
狂
言
」
の
基
礎
を
築
い
た
。
「
能
」
は
「
猿
楽
」
や
「
田

さ
る
が
く

楽
」
を
そ
の
源
流
と
し
て
、
優
美
さ
や
幽
玄
の
境
地
を
加
え
、
よ
り
洗
練
さ
れ
た
芸
能
と
し
て
大
き
く
発
展
す
る
。
「
狂

言
」
は
、
能
と
能
の
幕
間
に
演
じ
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
猿
楽
本
来
の
ユ
ー
モ
ア
や
こ
っ
け
い
さ
を
伝
え
る
も
の
で
あ

る
。室

町
時
代
末
期
に
は
「
能･

狂
言
」
は
、
ほ
ぼ
現
在
の
形
に
整
え
ら
れ
、
江
戸
時
代
以
降
の
「
歌
舞
伎
」
や
「
文
楽
」

な
ど
様
々
な
文
化
に
大
き
く
影
響
し
た
。
現
在
も
京
都
に
は
、
能
楽
シ
テ
方
の
金
剛
流
の
金
剛
宗
家
や
観
世
流
の
片
山

家
、
狂
言
の
大
蔵
流
の
茂
山
千
五
郎
家
、
茂
山
忠
三
郎
家
な
ど
が
あ
る
。

「
歌
舞
伎
」

藤
原
氏
に
よ
っ
て
大
宰
府
に
左
遷
さ
れ
た
菅
原
道
真
公
を
祀
り
、
学
問
の
神
様
と
し
て
名
高
い
「
北
野
天
満
宮
」
で

ま
つ

は
、
出
雲
の
阿
国
が
「
か
ぶ
き
踊
り
」
を
披
露
し
た
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
が
紆
余
曲
折
を
経
な
が
ら
後
の
「
歌

舞
伎
」
へ
と
発
展
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

「
能
」
や
「
狂
言
」
を
題
材
に
し
た
り
「
文
楽
」
と
影
響
し
合
い
な
が
ら
、
伴
奏
楽
器
に
当
時
と
し
て
最
新
の
楽
器

（
授
業
の
た
め
に
）

で
あ
る
三
味
線
を
加
え
た
「
歌
舞
伎
」
は
、
江
戸
時
代
の
最
も
華
や
か
な
大
衆
芸
能
と
し
て
一
世
を
風
靡
し
た
。
今
も
神
楽

「
能
・
狂
言
」
な
ど
の
伝
統
芸
能
か

ふ

う

び

か

ぐ

ら

な
ど
と
並
び
、
地
域
の
財
産
と
し
て
子
ど
も
歌
舞
伎
を
受
け
継
ぎ
、
大
切
に
保
存
し
て
い
る
町
が
府
内
に
残
っ
て
い
る
。

ら
一
つ
選
ん
で
調
べ
さ
せ
て
み
よ
う
。

現
存
す
る
数
少
な
い
歌
舞
伎
劇
場
の
中
で
、
京
都
市
東
山
区
の
「
京
都
四
條
南
座
」
は
我
が
国
最
古
の
歌
舞
伎
座
と

可
能
で
あ
れ
ば
、
実
際
に
鑑
賞
す

言
わ
れ
て
い
る
。
十
二
月
に
行
わ
れ
る
「
顔
見
世
興
行
」
は
京
都
の
み
な
ら
ず
、
全
国
的
に
も
師
走
の
風
物
詩
と
し
て

る
機
会
を
作
り
、
感
想
を
交
流
さ
せ

親
し
ま
れ
て
い
る
。

て
み
よ
う
。
（
全
）

「
京
舞
」

江
戸
時
代
中
期
よ
り
後
期
に
か
け
て
、
上
方
で
、
「
能
」
や
「
歌
舞
伎
」
の
要
素
を
取
り
入
れ
た
日
本
舞
踊
で
あ
る

「
上
方
舞
」
が
流
行
し
た
。
そ
の
な
か
で
京
都
独
自
に
発
展
し
た
舞
を
「
京
舞
」
と
い
い
、
春
の
「
都
を
ど
り
」
で
知

か
み
が
た
ま
い

ら
れ
る
井
上
流
（
京
都
府
指
定
無
形
文
化
財
）
、
京
舞
最
古
の
流
派
で
あ
る
篠
塚
流
が
あ
る
。

「
絵
画
」

（
授
業
の
た
め
に
）

狩
野
永
徳
や
狩
野
探
幽
、
尾
形
光
琳
、
俵
屋
宗
達
、
雪
舟
な
ど
小
中
学
校
の
教
科
書
に
名
を
連
ね
る
絵
師
の
多
く
が

図
書
館
で
美
術
書
を
見
た
り
、
実

か
の
う
え
い
と
く

た
ん
ゆ
う

こ
う
り
ん

た
わ
ら
や
そ
う
た
つ

政
治
・
文
化
の
中
心
で
あ
っ
た
京
都
で
活
躍
し
、
数
多
く
の
作
品
を
残
し
て
い
る
。

際
に
美
術
館
等
に
行
っ
て
、
芸
術
作

一
八
八
〇
（
明
治
十
三
）
年
に
京
都
府
画
学
校
が
開
設
さ
れ
た
り
、
一
九
〇
六
（
明
治
三
十
九
）
年
に
関
西
美
術
院

品
に
触
れ
る
機
会
を
作
り
、
鑑
賞
さ

が
建
て
ら
れ
た
り
し
て
、
多
く
の
画
家
た
ち
が
育
つ
環
境
が
整
え
ら
れ
た
。

せ
て
み
よ
う
。
（
全
）

明
治
以
降
で
は
、
日
本
画
で
竹
内
栖
鳳
、
菊
池
芳
文
、
山
元
春
挙
、
土
田
麦
僊
、
小
野
竹
喬
、
村
上
華
岳
ら
が
活
躍

せ
い
ほ
う

ほ
う
ぶ
ん

し
ゆ
ん
き
よ

ば
く
せ
ん

ち
つ
き
よ
う

か

が

く

し
た
。
竹
内
栖
鳳
の
弟
子
で
、
日
本
画
家
と
し
て
「
女
性
」
を
描
き
続
け
た
上
村

松
園
は
、
一
九
四
八
年
に
日
本
人
女

う
え
む
ら
し
ょ
う
え
ん
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性
初
の
文
化
勲
章
を
受
章
し
た
。
日
本
画
家
の
上
村
松
篁
は
子
、
上
村
淳
之
は
孫
に
あ
た
る
。

し
よ
う
こ
う

あ

つ

し

洋
画
で
は
、
浅
井

忠

、
安
井
曾
太
郎
、
津
田
青
楓
、
鹿
子
木
孟
郎
、
須
田
国
太
郎
ら
が
、
京
都
の
画
壇
を
牽
引
し
て

（
授
業
の
た
め
に
）

ち
ゅ
う

そ

う

た

ろ

う

せ
い
ふ
う

た
け
し
ろ
う

き
た
。

京
都
の
映
画
づ
く
り
も
伝
統
芸

術
の
一
つ
に
数
え
る
こ
と
も
で
き
る
。

「
ス
ポ
ー
ツ
」

京
都
で
映
画
づ
く
り
が
盛
ん
に
な

宮
中
の
遊
技
で
あ
っ
た
蹴
鞠
を
は
じ
め
、
京
都
を
中
心
に
発
展
し
た
ス
ポ
ー
ツ
は
多
い
。

っ
た
理
由
に
つ
い
て
調
べ
さ
せ
て
み
よ

武
徳
殿
は
、
一
八
九
九
（
明
治
三
十
二
）
年
大
日
本
武
徳
会
の
演
舞
場
と
し
て
竣
工
し
た
。
平
安
京
の
大
内
裏
に
あ

う
。
（
中
・
高
）

っ
た
道
場
に
ち
な
ん
で
建
て
ら
れ
た
も
の
で
、
桓
武
天
皇
は
大
極
殿
の
北
西
、
宴
の
松
原
に
隣
接
し
た
と
こ
ろ
に
建
て

ら
れ
て
い
た
道
場
で
の
武
技
を
奨
励
し
、
宮
中
で
競
馬
や
騎
射
な
ど
を
展
覧
す
る
場
と
し
て
利
用
し
て
い
た
と
い
わ
れ

て
い
る
。
こ
の
故
事
に
な
ら
い
、
武
道
の
振
興
と
発
展
へ
の
願
い
が
武
徳
殿
に
込
め
ら
れ
建
設
さ
れ
た
。
毎
年
五
月
二

日
か
ら
四
日
間
に
わ
た
り
、
日
本
全
国
は
も
と
よ
り
世
界
各
地
か
ら
錬
士
六
段
以
上
の
三
千
人
を
超
え
る
剣
士
が
集
う

れ

ん

し

演
武
大
会
が
京
都
市
岡
崎
の
武
徳
殿
で
開
か
れ
て
い
る
。

西
京
極
総
合
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
兼
球
技
場
は
、
一
九
三
〇
年
、
昭
和
天
皇
御
成
婚
奉
祝
記
念
に
建
設
さ
れ
、
一

（
授
業
の
た
め
に
）

九
四
六
年
に
は
第
一
回
国
民
体
育
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
一
九
八
八
年
に
は
、
第
四
十
三
回
国
民
体
育
大
会

京
都
ゆ
か
り
の
五
輪
メ
ダ
リ
ス
ト

の
開
・
閉
会
式
、
陸
上
競
技
の
会
場
と
な
っ
た
。

に
つ
い
て
調
べ
て
み
よ
う
。
（
中
・
高
）

二
〇
二
〇
年
一
月
、
亀
岡
市
に
、
サ
ン
ガ
ス
タ
ジ
ア
ム

by
K

Y
O

CER
A

が
建
設
さ
れ
た
。
こ
の
ス
タ
ジ
ア
ム
は
、

京
都
サ
ン
ガ

F.C.

の
ホ
ー
ム
ス
タ
ジ
ア
ム
と
い
う
こ
と
で
、
サ
ッ
カ
ー
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
ラ
グ
ビ
ー
、
ア
メ
リ
カ

ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
対
象
と
し
た
京
都
府
内
初
の
球
技
専
用
ス
タ
ジ
ア
ム
と
な
っ
た
。

コ
ラ
ム
⑩
「
国
民
文
化
祭
」
・
「
高
校
生
伝
統
文
化
事
業
」

第
二
十
六
回
国
民
文
化
祭
・
京
都
二
〇
一
一
が
「
こ
こ
ろ
を
整
え
る
～
文
化
発
心
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
二
〇
一

一
（
平
成
二
十
三
）
年
十
月
二
十
九
日
か
ら
十
一
月
六
日
ま
で
、
京
都
府
内
各
地
で
開
催
さ
れ
、
大
成
功
を
収
め
た

国
民
文
化
祭
は
、
全
国
各
地
で
様
々
な
文
化
活
動
に
親
し
ん
で
い
る
個
人
や
団
体
が
、
日
ご
ろ
の
成
果
や
実
力
を
披

露
す
る
た
め
開
催
地
に
集
ま
り
、
発
表
・
交
流
す
る
こ
と
に
よ
り
文
化
活
動
へ
の
参
加
の
機
運
を
高
め
、
新
し
い
文

化
芸
術
の
創
造
を
促
す
「
国
民
最
大
の
文
化
祭
典
」
で
あ
り
、
京
都
大
会
で
は
、
府
内
す
べ
て
の
市
町
村
で
、
約
七

十
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
実
施
さ
れ
た
。

（
Ｐ
Ｒ
隊
長

ま
ゆ
ま
ろ
）

ま
た
、
同
じ
平
成
二
十
三
年
度
に
は
、
京
都
府
教
育
委
員
会
に
よ
る
「
高
校
生
伝
統
文
化
事
業
」
が
始
め
ら
れ
た

こ
の
事
業
は
、
府
立
高
校
に
お
い
て
、
伝
統
文
化
へ
の
関
心
を
高
め
る
と
と
も
に
豊
か
に
生
き
る
力
を
は
ぐ
く
む
こ

と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
全
四
十
六
校
で
茶
道
を
通
じ
て
の
伝
統
文
化
の
学
習
が
実
施
さ
れ
た
こ
と
に
加
え
、
六
校

で
は
華
道
を
通
じ
て
の
伝
統
文
化
の
学
習
も
実
施
さ
れ
た
。
講
師
に
茶
道
・
華
道
の
専
門
家
を
迎
え
て
各
校
が
工
夫

を
凝
ら
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
お
り
、
豊
か
な
伝
統
文
化
が
息
づ
く
「
京
都
な
ら
で
は
」
の
学
習
と
な
っ
て
い
る
。
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（
６
）
京
都
府
の
教
育
の
底
流
に
あ
る
も
の
（
伝
統
を
守
る
・
伝
統
を
創
る
）

京
都
府
に
お
け
る
近
代
教
育
は
、
江
戸
時
代
か
ら
培
わ
れ
て
き
た
町
衆
の
教
養
や
学
問
的
風
土
を
基
盤
と
し
つ
つ
、

→
京
都
府
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
人
権
ゆ
か

中
世
以
来
築
か
れ
て
き
た
町
組
組
織
を
生
か
し
た
形
で
始
ま
っ
た
。
新
し
い
教
育
を
始
め
る
に
当
た
っ
て
、
独
自
の
文

り
の
地
を
た
ず
ね
て
（
乙
訓
・
南
山

化
や
伝
統
が
生
か
さ
れ
、
継
承
さ
れ
て
い
る
点
が
京
都
の
教
育
の
一
つ
の
特
質
で
あ
る
。
更
に
、
京
都
府
で
は
、
全
国

城
編
）
『
寺
子
屋
庶
民
の
学
び
の
場
』
」

で
も
っ
と
も
早
い
時
期
に
小
学
校
が
設
立
さ
れ
て
い
る
。
日
本
初
の
小
学
校
は
、
京
都
市
域
に
誕
生
し
た
が
、
府
内
各

参
照

地
で
も
、
同
時
期
に
小
学
校
が
設
立
さ
れ
て
い
る
。

→
京
都
府
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
人
権
ゆ
か

例
え
ば
、
京
都
市
に
隣
接
す
る
宇
治
市
で
は
、
一
八
七
二
（
明
治
五
）
年
に
宇
治
小
学
校
が
開
校
さ
れ
て
い
る
。

り
の
地
を
た
ず
ね
て
『
盲
唖
院
（
日

ま
た
、
丹
後
地
域
に
お
い
て
も
、
一
八
六
九
（
明
治
二
）
年
、
現
在
の
峰
山
小
学
校
の
前
身
で
あ
る
不
断
町
小
学
校

本
初
の
障
害
児
教
育
）
』
」
参
照

が
開
校
し
て
い
る
。

→
京
都
府
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
人
権
ゆ
か

更
に
、
特
別
支
援
教
育
の
分
野
で
も
、
京
都
盲
唖
院
が
一
八
七
八
（
明
治
十
一
）
年
に
開
校
し
、
日
本
の
特
別
支
援

り
の
地
を
た
ず
ね
て
『
全
国
水
平
社

教
育
の
発
祥
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
京
都
府
で
は
、
府
内
の
広
い
範
囲
で
、
ま
た
普
通
教
育
に
限
ら
ず
様
々
な
分
野

創
立
の
地
』
」
参
照
。
（
『
人
権
教
育

に
お
い
て
、
新
し
い
教
育
へ
の
取
組
が
早
く
か
ら
始
ま
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

資
料
集

高
等
学
校
編
』
ｐ
九
十
一

ま
た
、
人
権
教
育
に
つ
い
て
、
児
童
生
徒
が
基
本
的
人
権
や
同
和
問
題
を
は
じ
め
と
す
る
様
々
な
人
権
問
題
に
つ
い

に
も
掲
載
）

て
正
し
く
理
解
し
、
課
題
解
決
に
向
け
て
行
動
で
き
る
力
を
身
に
付
け
る
た
め
、
京
都
府
で
は
早
く
か
ら
、
あ
ら
ゆ
る

（
授
業
の
た
め
に
）

教
育
活
動
を
通
し
て
人
権
教
育
へ
の
取
組
が
推
進
さ
れ
て
き
た
。

京
都
府
教
育
委
員
会
が
毎
年
作

以
来
今
日
ま
で
、
京
都
で
は
、
先
取
の
精
神
に
満
ち
た
特
色
あ
る
教
育
が
展
開
さ
れ
て
き
て
い
る
。
京
都
府
教
育
委

成
す
る
「
人
権
教
育
を
推
進
す
る
た

員
会
で
は
、
そ
の
よ
う
な
教
育
に
対
す
る
京
都
府
の
精
神
や
見
識
を
示
す
も
の
と
し
て
、
「
求
め
ら
れ
る
京
都
府
の
教

め
に
」
を
踏
ま
え
た
人
権
教
育
の
取

員
像
」
を
明
示
し
て
「
『
教
師
力
』
向
上
の
た
め
の
指
針
」(

平
成
十
九
年
六
月
）
と
し
、
平
成
三
十
年
に
見
直
し
を
図

組
を
進
め
る
と
と
も
に
、
教
職
員
自

り
、
新
た
に
「
京
都
府
の
教
員
に
必
要
な
５
つ
の
力
」
と
し
て
「
気
づ
く
力
」
「
伸
ば
す
力
」
「
挑
戦
す
る
力
」
「
つ
な

身
が
学
び
と
気
づ
き
を
深
め
よ
う
。

が
る
力
」
「
展
望
す
る
力
」
を
掲
げ
た
。
そ
れ
と
と
も
に
、
教
育
公
務
員
特
例
法
第
二
十
二
条
の
三
に
基
づ
き
、
教
員

（
全
）

等
が
キ
ャ
リ
ア
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
て
身
に
付
け
る
べ
き
資
質
能
力
を
明
確
に
す
る
た
め
、
職
種
や
経
験
年
数
に
応
じ
た

観
点
別
の
「
京
都
府
教
員
等
の
資
質
能
力
の
向
上
に
関
す
る
指
標
」
を
策
定
し
た
。

コ
ラ
ム
⑪
「
京
都
府
教
員
等
の
資
質
能
力
の
向
上
に
関
す
る
指
標
」
に
お
け
る
「
７
つ
の
観
点
」

〇
基
本
的
資
質
能
力
（
使
命
感
、
責
任
感
な
ど
）

〇
人
権

（
人
権
尊
重
、
人
権
教
育
の
推
進
な
ど
）

〇
学
習
指
導
（
学
習
指
導
要
領
の
趣
旨
の
実
現
な
ど
）

〇
生
徒
指
導
（
学
級
（
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
）
経
営
な
ど
）

〇
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
学
校
運
営
へ
の
関
わ
り
な
ど
）

〇
チ
ー
ム
学
校
（
他
の
教
職
員
と
の
連
携
・
協
働
な
ど
）

〇
京
都
な
ら
で
は
の
教
育
（
京
都
府
教
育
振
興
プ
ラ
ン
の
実
現
な
ど
）

※
養
護
教
諭
及
び
栄
養
教
諭
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
、
観
点
と
し
て
「
専
門
領
域
」
を
設
け
て
い
る
。

（
京
都
府
庁
旧
本
館
）
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（
７
）
子
ど
も
た
ち
の
確
か
な
未
来
の
た
め
に

京
都
府
教
育
委
員
会
は
、
二
〇
〇
一
（
平
成
十
三
）
年
に
「
『
京
の
子
ど
も
、
夢
・
未
来
』
プ
ラ
ン

」
を
策
定
し
、

（
授
業
の
た
め
に
）

21

子
ど
も
の
た
め
の
京
都
式
少
人
数
教
育
」
の
導
入
や
「
親
の
た
め
の
応
援
塾
」
の
開
設
な
ど
、
国
の
動
き
に
先
ん
じ
て

自
分
の
学
校
の
歴
史
に
つ
い
て
調
べ

多
く
の
教
育
改
革
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
二
〇
一
一
（
平
成
二
十
三
）
年
一
月
に
は
、
子
ど
も
た
ち
の
確
か

さ
せ
て
み
よ
う
。
ま
た
、
自
分
の
学

な
未
来
の
た
め
に
、
社
会
状
況
の
変
化
等
を
踏
ま
え
、
京
都
府
教
育
振
興
基
本
計
画
「
京
都
府
教
育
振
興
プ
ラ
ン
」
を

校
の
自
慢
は
何
か
、
考
え
さ
せ
て
み

策
定
し
た
。
「
京
都
府
の
教
育
の
基
本
理
念
」
、
「
目
指
す
人
間
像
」
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

よ
う
。
（
全
）

山
城
地
域
か
ら
丹
後
地
域
ま
で
、
京
都
府
内
の
各
地
域
に
お
い
て
先
人
が
積
み
重
ね
て
き
た
伝
統
・
文
化
、
知
識
や

技
術
な
ど
は
、
人
々
の
営
み
の
中
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
、
生
き
て
い
く
た
め
の
「
力
」
で
あ
り
、
ふ
る
さ
と
京
都
が
誇

る
「
知
恵
」
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
ふ
る
さ
と
に
息
づ
く
様
々
な
「
知
恵
」
を
理
解
し
、
大
切
に
す
る
こ
と
で
、
そ
の
「
知
恵
」
を
過
去
か

ら
現
在
、
そ
し
て
未
来
へ
と
し
っ
か
り
受
け
継
い
で
い
く
。

受
け
継
い
だ
「
知
恵
」
を
自
ら
の
も
の
と
し
、
自
ら
の
成
長
と
と
も
に
新
た
な
視
点
を
取
り
入
れ
て
、
さ
ら
に
豊
か

な
も
の
に
し
て
い
く
。

こ
れ
ら
に
楽
し
さ
や
喜
び
を
感
じ
ら
れ
る
こ
と
が
、
一
人
一
人
が
京
都
の
未
来
を
創
造
し
て
い
く
力
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
の
地
域
を
支
え
る
の
は
そ
こ
に
住
む
人
々
の
総
合
的
な
力
で
あ
り
、
地
域
づ
く
り
の
基
本

と
な
る
の
は
「
人
づ
く
り
」
で
す
。
人
づ
く
り
、
す
な
わ
ち
教
育
こ
そ
が
、
京
都
の
明
日
を
切
り
拓
く
原
動
力
と
な
る

の
で
す
。

京
都
府
教
育
委
員
会
で
は
、
教
育
基
本
法
に
掲
げ
ら
れ
た
教
育
の
基
本
理
念
を
踏
ま
え
つ
つ
、
今
後
目
指
す
人
間
像

を
次
の
よ
う
に
考
え
、
京
都
府
な
ら
で
は
の
教
育
を
通
じ
て
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
す
べ
て
の
人
々
が
生
涯
に
わ
た

っ
て
力
強
く
歩
み
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
人
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

（
授
業
の
た
め
に
｝

（
目
指
す
人
間
像
）

各
学
校
の
「
校
訓
」
な
ど
に
描
か
れ

◆

歴
史
と
伝
統
に
は
ぐ
く
ま
れ
た
京
都
の
知
恵
を
つ
な
ぎ
、
自
然
、
人
、
社
会
と
つ
な
が
る
人

て
い
る
「
目
指
す
児
童
生
徒
像
」
を
、

礼
儀
と
規
律
を
重
ん
じ
、
人
を
思
い
や
り
共
に
助
け
合
い
、
積
極
的
に
社
会
と
関
わ
り
な
が
ら
、
地
域
で
は
ぐ

児
童
生
徒
が
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て

く
ま
れ
た
文
化
を
愛
し
育
て
、
次
代
の
京
都
を
支
え
る
人
間

い
る
か
。
学
齢
に
応
じ
て
、
デ
ィ
ス
カ

◆

積
み
重
ね
ら
れ
た
知
恵
を
活
用
し
、

新
し
い
価
値
を
創
り
出
し
て
世
界
に
発
信
す
る
人

ッ
シ
ョ
ン
な
ど
を
さ
せ
て
み
よ
う
。

高
い
志
と
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
野
を
持
っ
て
、
自
ら
の
能
力
や
可
能
性
を
最
大
限
に
伸
ば
し
、
創
造
力
豊
か
に
こ

（
全
）

れ
か
ら
の
社
会
づ
く
り
に
貢
献
で
き
る
人
間
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第
三
章
「
地
域
の
特
質
」
か
ら
見
た
京
都
府

（
１
）
乙

訓

（
授
業
の
た
め
に
）

現
在
、
児
童
生
徒
が
住
ん
で
い
る
地

現
在
の
向
日
市
、
長
岡
京
市
、
大
山
崎
町
の
全
域
と
、
京
都
市
の
南
西
部
を
含
ん
だ
地
域
を
指
す
。
こ
の
地
域
は
、

域
の
「
市
・
町
・
村
」
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

早
く
か
ら
開
け
、
弥
生
時
代
に
は
向
日
丘
陵
か
ら
伸
び
る
長
岡
南
端
に
大
き
な
集
落
、
神
足
遺
跡
が
営
ま
れ
た
。
四
世

う
な
変
遷
を
た
ど
っ
て
き
た
か
、
調
べ

紀
か
ら
五
世
紀
前
半
に
は
、
向
日
市
の
寺
戸
大
塚
古
墳
や
長
岡
京
市
の
恵
解
山
古
墳
、
大
山
崎
町
の
鳥
居
前
古
墳
な
ど

さ
せ
て
み
よ
う
。
（
全
）

い

げ
の
や
ま

が
造
ら
れ
た
。
こ
の
時
期
以
降
に
、
向
日
神
社
や
乙
訓
神
社
（
角
の
宮
）
、
乙
訓
寺
も
造
ら
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

七
八
四
年
に
は
、
平
城
京
か
ら
長
岡
京
遷
都
が
あ
り
、
十
年
間
、
都
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
た
。
平
安
京
に
遷
都
さ

れ
た
後
も
、
西
国
街
道
が
整
備
さ
れ
、
長
岡
天
満
宮
を
は
じ
め
、
現
在
に
続
く
多
く
の
寺
社
が
建
立
さ
れ
、
に
ぎ
わ
っ

た
。
ま
た
、
大
山
崎
油
座
は
、
鎌
倉
時
代
か
ら
戦
国
時
代
に
か
け
て
、
荏
胡
麻
油
の
製
油
・
販
売
を
独
占
的
に
扱
い
、

え

ご

ま

日
本
最
大
規
模
の
油
座
で
あ
っ
た
。

現
在
、(

公
財)

京
都
府
埋
蔵
文
化
財
調
査
研
究
セ
ン
タ
ー
が
向
日
市
に
所
在
し
、
長
岡
京
跡
の
調
査
は
も
と
よ
り
、

府
内
全
域
に
わ
た
る
埋
蔵
文
化
財
の
調
査
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

明
治
以
降
、
鉄
道
や
道
路
網
が
整
備
さ
れ
る
と
と
も
に
、
人
口
が
増
加
し
、
一
九
七
二
（
昭
和
四
十
七
）
年
に
は
、

乙
訓
郡
向
日
町
・
長
岡
町
が
、
そ
れ
ぞ
れ
「
向
日
市
」
、
「
長
岡
京
市
」
に
な
っ
た
。
現
在
は
、
Ｊ
Ｒ
、
私
鉄
、
国
道
、

名
神
高
速
道
路
等
と
交
通
網
も
更
に
充
実
し
、
大
阪
市
内
、
京
都
市
内
へ
の
ア
ク
セ
ス
も
よ
く
、
発
展
を
遂
げ
て
い
る
。

特
産
品
と
し
て
は
「
た
け
の
こ
」
が
、
春
の
京
都
の
食
べ
物
の
代
名
詞
と
し
て
扱
わ
れ
、
全
国
的
に
有
名
で
あ
る
。

産
業
と
し
て
は
、
第
二
次
産
業
・
第
三
次
産
業
が
盛
ん
で
あ
る
。

（
天
王
山
山
頂
）

（
授
業
の
た
め
に
）

コ
ラ
ム
⑫
「
天
王
山
」

地
元
の
地
名
や
行
事
が
、
こ
と
わ
ざ

大
山
崎
町
に
あ
る
山
。
羽
柴
秀
吉
（
後
の
豊
臣
秀
吉
）
が
、
明
智
光
秀
を
破
っ
た
「
山
崎
の
合
戦
」
（
一
五

や
慣
用
句
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
例
が

八
二
年
）
で
、
こ
の
山
を
制
し
た
方
が
天
下
を
取
る
こ
と
に
な
っ
た
と
伝
わ
る
。
後
に
「
天
王
山
」
は
「
勝
負
を

あ
れ
ば
、
理
由
も
含
め
て
調
べ
さ
せ
て

決
め
る
大
事
な
局
面
。
勝
敗
の
分
か
れ
目
」
と
い
う
意
味
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。

み
よ
う
。
（
小
・
中
）

合
戦
の
後
、
秀
吉
は
山
頂
に
山
崎
城
（
天
王
山
城
）
を
築
い
た
。
現
在
も
石
垣
が
残
さ
れ
て
い
る
。
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（
２
）
山

城

山
城
地
域
は
、
北
は
京
都
市
、
南
は
奈
良
県
、
東
は
滋
賀
県
と
三
重
県
、
西
は
大
阪
府
と
接
す
る
地
域
で
、
現
在
の

宇
治
市
、
城
陽
市
、
八
幡
市
、
京
田
辺
市
、
木
津
川
市
、
久
御
山
町
、
井
手
町
、
宇
治
田
原
町
、
精
華
町
、
笠
置
町
、

（
授
業
の
た
め
に
）

和
束
町
、
南
山
城
村
の
五
市
六
町
一
村
か
ら
な
る
地
域
を
指
す
。

古
来
よ
り
山
城
は
伝
説
・
伝
承
が

地
形
と
し
て
は
信
楽
山
地
、
西
山
、
京
阪
奈
丘
陵
に
囲
ま
れ
て
お
り
、
桂
川
、
宇
治
川
、
木
津
川
が
地
域
の
北
西
部

豊
か
に
息
づ
い
て
い
る
地
域
で
あ
る
。

で
合
流
し
淀
川
と
な
っ
て
大
阪
湾
へ
と
注
い
で
い
る
。
温
暖
な
気
候
に
加
え
こ
れ
ら
の
川
や
緩
や
か
な
丘
陵
地
に
囲
ま

地
域
で
伝
承
さ
れ
て
い
る
昔
話
な
ど
を

れ
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
こ
の
地
域
は
早
く
か
ら
文
化
が
栄
え
た
。

調
べ
て
発
表
さ
せ
て
み
よ
う
。
（
小
・

京
田
辺
市
の

薪

遺
跡
や
、
城
陽
市
の
森
山
遺
跡
で
は
、
縄
文
時
代
の
集
落
遺
跡
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
弥
生
時
代

中
）

た
き
ぎ

の
遺
跡
に
は
旧
巨
椋
池
の
南
畔
に
営
ま
れ
た
集
落
遺
跡
で
あ
る
久
御
山
町
市
田
斉
当
坊
遺
跡
、
山
の
上
に
造
ら
れ
た
木

い
ち
だ
さ
い
と
う
ぼ
う

津
川
市
木
津
城
山
遺
跡
な
ど
が
あ
り
、
数
多
く
の
土
器
や
石
器
が
出
土
し
て
い
る
。
飛
鳥
時
代
か
ら
奈
良
時
代
に
か
け

て
は
、
高
麗
寺
跡
、
平
川
廃
寺
な
ど
、
多
く
の
寺
院
が
小
地
域
ご
と
に
営
ま
れ
た
。

平
安
時
代
中
期
以
降
、
浄
土
信
仰
と
末
法
思
想
の
広
が
り
と
と
も
に
岩
船
寺
、
浄
瑠
璃
寺
、
海
住
山
寺
、
三
室
戸
寺

が

ん

せ

ん

じ

か
い
じ
ゅ
う
せ
ん
じ

な
ど
が
建
て
ら
れ
人
々
の
信
仰
を
集
め
た
。

現
在
、
世
界
文
化
遺
産
「
古
都
京
都
の
文
化
財
」
の
構
成
要
素
に
な
っ
て
い
る
宇
治
上
神
社
は
日
本
現
存
最
古
の
神

社
建
築
で
あ
り
、
鎌
倉
前
期
に
建
て
ら
れ
た
拝
殿
は
寝
殿
造
の
様
子
を
伝
え
る
も
の
と
さ
れ
る
。
平
安
時
代
成
立
の
長

（
授
業
の
た
め
に
）

編
物
語
で
あ
る
『
源
氏
物
語
』
の
う
ち
橋
姫
の
巻
か
ら
最
終
巻
ま
で
の
十
巻
は
「
宇
治
十
帖
」
と
称
さ
れ
宇
治
を
舞
台

山
城
地
域
で
は
数
多
く
歌
枕
が
あ

と
し
て
い
る
。
平
安
時
代
の
山
城
地
域
は
、
東
大
寺
や
興
福
寺
、
石
清
水
八
幡
宮
、
藤
原
氏
な
ど
を
領
主
と
す
る
荘
園

る
。
『
国
歌
大
観
』
な
ど
を
活
用
し
て

が
置
か
れ
、
奈
良
や
京
都
の
文
化
の
影
響
を
大
き
く
受
け
て
発
展
し
た
。

和
歌
に
詠
ま
れ
て
い
る
、
歌
枕
を
探
し

て
み
よ
う
。
（
高
）

南
北
朝
の
対
立
に
よ
り
戦
乱
に
巻
き
込
ま
れ
た
山
城
一
帯
で
は
あ
る
が
、
室
町
幕
府
の
全
盛
期
ご
ろ
に
は
再
び
活
気

を
取
り
戻
し
た
。
商
業
が
発
達
し
、
現
在
特
産
品
と
な
っ
て
い
る
宇
治
茶
や
果
物
、
れ
ん
こ
ん
な
ど
の
栽
培
が
盛
ん
に

（
授
業
の
た
め
に
）

な
っ
た
。
特
に
、
宇
治
茶
の
生
産
は
足
利
将
軍
の
保
護
の
も
と
に
盛
ん
に
行
わ
れ
、
日
本
一
の
お
茶
所
に
な
る
。
ま
た
、

現
在
一
般
的
に
飲
ま
れ
て
い
る
日

室
町
時
代
か
ら
江
戸
時
代
に
か
け
て
茶
の
湯
が
盛
ん
に
な
る
と
同
時
に
そ
の
道
具
も
重
宝
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
宇
治

本
茶
の
製
法
は
、
江
戸
時
代
に
宇
治

の
朝
日
焼
は
小
堀
遠
州
に
よ
り
茶
器
名
品
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

田
原
の
永
谷
宗
円
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ

こ
ぼ
り
え
ん
し
ゆ
う

十
五
世
紀
後
半
に
起
こ
っ
た
応
仁
・
文
明
の
乱
（
一
四
六
七
～
七
七
年
）
の
中
で
、
力
を
付
け
て
き
て
い
た
国
人
衆

た
も
の
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

た
ち
が
立
ち
あ
が
り
、
山
城
の
国
一
揆
を
起
こ
し
て
い
る
。
禅
宗
に
関
し
て
は
、
江
戸
時
代
に
日
本
三
禅
宗
の
一
つ
黄
檗

山
城
の
各
地
域
の
名
産
品
（
特
産

お
う
ば
く

宗
の
総
本
山
黄
檗
山
萬
福
寺
が
建
て
ら
れ
た
。

品
）
に
つ
い
て
、
調
べ
さ
せ
て
み
よ
う
。

現
在
、
京
都
、
大
阪
、
奈
良
に
ま
た
が
る
京
阪
奈
丘
陵
に
は
「
関
西
文
化
学
術
研
究
都
市
」
の
建
設
が
進
め
ら
れ
て

（
全
）

い
る
。
こ
の
「
け
い
は
ん
な
学
研
都
市
」
は
、
産
・
学
・
官
の
協
力
と
連
携
の
も
と
に
開
発
が
進
め
ら
れ
、
今
後
の
発

展
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
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（
３
）
南

丹

大
江
山
い
く
野
の
道
の
遠
け
れ
ば
ま
だ
ふ
み
も
見
ず
天
の
橋
立

小
式
部
内
侍

「
大
江
山
」
は
京
都
市
西
京
区
と
亀
岡
市
の
境
に
あ
る
「
大
枝
山
」
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
大
枝
山
を
越
え

（
授
業
の
た
め
に
）

た
地
域
が
「
丹
波
」
で
、
古
く
は
京
都
府
北
部
や
兵
庫
県
東
部
ま
で
が
丹
波
（
旦
波
）
の
国
で
あ
っ
た
。
現
在
の
亀
岡

児
童
生
徒
に
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を

市
、
南
丹
市
、
京
丹
波
町
が
南
丹
地
域
で
あ
る
。
さ
ら
に
時
を
遡
る
と
、
こ
の
あ
た
り
は
海
底
で
あ
っ
た
。
京
丹
波
町
質
志

さ
せ
て
み
よ
う
。
遠
足
な
ど
の
学
校
行

し

ず

し

に
、
そ
の
こ
と
を
物
語
る
質
志
鐘

乳

洞
が
あ
る
。

事
に
組
み
込
ん
で
も
よ
い
。
（
全
）

し
ょ
う
に
ゅ
う
ど
う

弥
生
時
代
の
亀
岡
市
余
部
遺
跡
か
ら
は
、
兵
庫
県
豊
岡
産
と
推
定
さ
れ
る
碧

玉
を
使
っ
た
管
玉
が
出
土
し
て
い
る
。

へ
き
ぎ
ょ
く

次
い
で
古
墳
時
代
と
な
り
、
南
丹
市
の
黒
田
古
墳
、
園
部
垣
内
古
墳
や
亀
岡
市
の
千
歳
車
塚
古
墳
な
ど
の
前
方
後
円
墳

か

い

ち

は
、
ヤ
マ
ト
（
大
和
）
王
権
と
の
強
い
結
び
つ
き
を
示
し
て
い
る
。

律
令
制
下
に
お
い
て
も
、
「
国
府
」
が
亀
岡
市
千
代
川
町
や
南
丹
市
八
木
町
に
あ
っ
た
よ
う
だ
。
亀
岡
市
に
は
「
丹

波
国
分
寺
跡
」
や
「
丹
波
国
分
尼
寺
跡
」
も
あ
り
、
こ
の
地
域
は
丹
波
の
国
の
政
治
や
文
化
の
中
心
地
で
あ
っ
た
。
亀

岡
市
に
は
瓦
や
土
器
を
多
く
焼
い
た
篠
窯
跡
群
が
あ
り
、
平
安
京
の
造
営
に
も
、
こ
の
地
は
深
く
関
わ
っ
て
い
る
。

中
世
に
お
い
て
は
、
足
利
尊
氏
の
足
跡
が
あ
る
。
亀
岡
市
篠
八
幡
宮
の
「
旗
立
て
柳
」
が
そ
れ
で
あ
る
。
尊
氏
は
こ

こ
で
兵
を
集
め
、
都
に
攻
め
上
っ
た
。
室
町
時
代
に
は
、
細
川
氏
が
守
護
と
し
て
こ
の
地
を
治
め
た
。
南
丹
市
八
木
町

の
八
木
城
は
守
護
代
内
藤
氏
の
居
城
で
あ
っ
た
。
織
豊
期
に
な
る
と
、
明
智
光
秀
の
所
領
と
な
り
、
光
秀
は
亀
山
城
を

そ
の
居
所
と
す
る
。
光
秀
を
討
っ
た
豊
臣
秀
吉
も
こ
の
地
域
を
重
視
し
、
「
聚
楽
第
」
の
造
営
な
ど
で
、
こ
の
地
域
の

じ
ゆ
ら
く
て
い

材
木
が
使
わ
れ
た
。
ま
た
こ
の
時
期
の
異
色
な
存
在
に
、
守
護
代
内
藤
氏
の
系
譜
を
引
く
内
藤
ジ
ョ
ア
ン
が
い
る
。
ジ

ョ
ア
ン
は
、
文
禄
の
役
（
一
五
九
二
年
）
で
活
躍
し
た
と
さ
れ
る
が
、
キ
リ
シ
タ
ン
で
あ
っ
た
た
め
、
ル
ソ
ン
（
マ
ニ

ラ
）
に
逃
れ
た
。
南
丹
市
（
旧
八
木
町
）
と
マ
ニ
ラ
市
の
姉
妹
関
係
は
、
ジ
ョ
ア
ン
が
取
り
持
つ
縁
と
い
え
よ
う
。

江
戸
時
代
は
、
丹
波
亀
山
藩
と
園
部
藩
が
こ
の
地
域
を
治
め
た
。
江
戸
時
代
に
は
、
文
化
面
で
特
色
を
見
る
こ
と
が

で
き
る
。
「
石
門
心
学
」
の
石
田
梅
岩
、
『
雪
松
図
屏
風
』
の
円
山
応
挙
は
、
と
も
に
亀
山
の
出
身
で
あ
る
。
ま
た
、

せ
き
も
ん

ば
い
が
ん

ま
る
や
ま
お
う
き
ょ

園
部
藩
（
現
南
丹
市
園
部
町
小
桜
町
）
に
は
、
「
和
知
人
形
浄
瑠
璃
」
（
京
都
府
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
）
が
あ
る
。

明
治
・
大
正
期
に
は
途
絶
え
て
い
た
が
、
昭
和
に
再
興
さ
れ
、
今
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
。

一
八
七
六
（
明
治
九
）
年
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
ウ
ィ
ー
ド
氏
を
招
き
『
京
都
府
農
牧
学
校
』
が
創
設
さ
れ
、
ク
ラ
ー
ク

博
士
の
札
幌
農
学
校
と
と
も
に
三
大
農
牧
学
校
の
一
つ
と
な
る
。
現
在
の
京
都
府
立
須
知
高
校
が
そ
の
後
継
で
あ
る
。

ま
た
、
鉄
道
の
敷
設
も
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
し
た
。
京
都
鉄
道
は
、
亀
岡
市
出
身
の
田
中
源
太
郎
が
中
心
と
な
っ

て
、
一
八
九
九
（
明
治
三
十
二
）
年
に
京
都
・
園
部
間
が
全
通
し
、
国
鉄
と
な
っ
た
後
、
園
部
・
綾
部
間
も
開
通
し
た
。

日
吉
駅
は
、
丹
波
高
地
の
木
材
を
搬
出
す
る
一
大
拠
点
と
し
て
発
展
し
、
和
知
に
お
い
て
も
、
木
材
を
由
良
川
に
一

旦
流
し
て
、
和
知
駅
か
ら
鉄
路
で
運
べ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

（
京
都
府
農
牧
学
校
跡
）
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大
正
時
代
、
和
知
か
ら
は
レ
ア
メ
タ
ル
で
あ
る
タ
ン
グ
ス
テ
ン
も
鉄
道
で
運
ば
れ
た
。

今
日
の
こ
の
地
域
は
、
京
都
・
園
部
間
の
複
線
電
化
や
京
都
縦
貫
道
な
ど
の
交
通
網
が
整
備
さ
れ
、
京
都
や
大
阪
の

衛
星
都
市
と
し
て
発
展
し
て
い
る
。
機
械
関
係
や
食
品
関
係
の
企
業
も
進
出
し
て
お
り
、
農
業
の
面
で
も
、
水
菜
・
九

条
ネ
ギ
・
壬
生
菜
な
ど
の
京
野
菜
の
一
大
産
地
で
、
栗
、
松
茸
、
黒
豆
な
ど
名
産
品
も
多
い
。
ま
た
『
保
津
川
下
り
』

『
美
山
か
や
ぶ
き
の
里
』
な
ど
の
観
光
資
源
も
あ
り
、
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
。
か
や
ぶ
き
の
里
は
、
重
要
伝
統
的

建
造
物
群
保
存
地
区
に
選
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
周
山
街
道
は
『
西
の
鯖
街
道
』
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。

（
４
）
中

丹

か
つ
て
の
丹
波
の
北
部
と
丹
後
の
南
部
を
指
す
地
域
で
、
綾
部
市
、
福
知
山
市
、
舞
鶴
市
に
あ
た
る
。

海
と
接
す
る
舞
鶴
市
で
は
、
浦
入
遺
跡
か
ら
縄
文
時
代
前
期
の
丸
木
舟
、
北
陸
地
方
の
特
徴
を
持
つ
土
器
や
耳
飾
り

が
出
土
し
て
い
て
、
当
時
の
こ
の
地
域
の
人
々
が
、
海
を
渡
っ
て
幅
広
い
地
域
と
交
流
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

一
方
、
内
陸
部
で
は
、
か
つ
て
の
大
勢
力
圏
で
あ
る
出
雲
・
丹
後
と
畿
内
と
の
接
点
に
当
た
る
た
め
、
交
通
・
文
化
な

ど
の
面
で
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
遺
跡
や
出
土
品
な
ど
が
見
つ
か
っ
て
い
る
。

福
知
山
盆
地
は
、
府
内
で
も
古
墳
の
多
い
地
域
の
一
つ
で
、
景
初
四
年
銘
の
銅
鏡
が
出
土
し
た
広
峰
十
五
号
墳
な
ど

も
あ
る
。

ま
た
、
京
都
・
滋
賀
・
福
井
の
府
県
境
に
あ
る
三
国
岳
を
源
と
す
る
由
良
川
が
、
い
く
つ
も
の
支
流
と
合
流
し
な
が

ら
、
綾
部
市
か
ら
福
知
山
市
、
そ
し
て
舞
鶴
市
へ
と
、
こ
の
地
域
を
貫
く
よ
う
に
流
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
こ
の
地

域
の
人
々
の
暮
ら
し
は
、
漁
業
や
農
業
を
は
じ
め
と
し
た
産
業
、
人
々
の
交
通
や
物
品
輸
送
、
生
活
用
水
の
確
保
な
ど
、

様
々
な
面
で
由
良
川
を
有
効
に
活
用
し
な
が
ら
豊
か
に
な
っ
て
き
た
と
い
え
る
。
一
方
で
由
良
川
は
、
た
び
た
び
大
き

な
水
害
を
も
た
ら
し
た
川
で
も
あ
る
た
め
、
流
域
の
人
々
の
暮
ら
し
は
、
治
水
の
歴
史
で
も
あ
る
。

こ
の
地
域
に
は
、
足
利
尊
氏
の
生
誕
の
地
と
の
説
が
あ
る
安
国
寺
（
綾
部
市
）
、
明
智
光
秀
が
築
い
た
福
智
山
城
（
福

（
授
業
の
た
め
に
）

知
山
市
）
、
細
川
藤
孝(

幽
斎)

が
築
い
た
田
辺
城
（
舞
鶴
市
）
な
ど
、
歴
史
上
の
人
物
ゆ
か
り
の
地
も
多
く
見
ら
れ
る
。

福
知
山
の
漆
の
よ
う
に
、
地
元
に
伝

近
年
は
、
近
畿
自
動
車
道
敦
賀
線
（
舞
鶴
若
狭
自
動
車
道
）
や
京
都
縦
貫
自
動
車
道
な
ど
の
高
速
道
路
の
整
備
や
、

わ
る
伝
統
的
な
産
業
に
つ
い
て
調
べ
さ

地
域
を
環
状
に
一
巡
す
る
鉄
道
交
通
網
が
形
成
さ
れ
る
な
ど
、
京
都
府
内
を
始
め
、
京
阪
神
な
ど
、
他
の
地
域
と
の
つ

せ
て
み
よ
う
。
（
小
・
中
）

な
が
り
が
一
層
強
く
な
っ
て
い
る
。

産
業
構
造
の
変
化
に
伴
い
、
地
場

コ
ラ
ム
⑬
「
丹
波
の
漆
か
き
」
（
京
都
府
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
）

産
業
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
る

漆
の
木
に
傷
を
つ
け
て
出
て
く
る
樹
液
を
採
取
す
る
作
業
を
漆
か
き
と
い
う
。
漆
掻
き
の
技
術
は
、
現
在
近
畿

か
、
調
べ
さ
せ
て
み
よ
う
。
（
高
）

で
唯
一
福
知
山
市
夜
久
野
町
で
伝
え
ら
れ
、
京
都
の
高
度
な
漆
工
芸
な
ど
を
支
え
た
「
丹
波
の
漆
か
き
」
（
京
都

府
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
）
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
需
要
の
減
少
と
安
価
な
輸
入
漆
に
よ
り
全
国
的
に
漆
の
生

産
が
減
退
し
て
い
っ
た
が
、
福
知
山
市
で
は
丹
波
漆
生
産
組
合
の
活
動
に
よ
り
貴
重
な
技
術
を
伝
承
し
て
い
る
。
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（
５
）
丹

後

宮
津
市
、
京
丹
後
市
、
伊
根
町
、
与
謝
野
町
に
あ
た
り
、
京
都
府
北
部
の
地
域
を
指
す
。
歴
史
的
に
は
、
七
一
三
（
和

（
授
業
の
た
め
に
）

銅
六
）
年
に
丹
波
国
の
北
部
、
加
佐
郡
、
与
謝
郡
、
丹
波
郡
（
後
の
中
郡
）
、
竹
野
郡
、
熊
野
郡
の
五
郡
が
丹
後
国
と

地
元
に
伝
わ
る
昔
話
や
言
い
伝
え

さ
れ
た
。
丹
後
国
は
、
現
在
の
舞
鶴
市
や
福
知
山
市
の
一
部
も
含
ま
れ
て
お
り
、
現
状
と
は
一
致
し
な
い
。

な
ど
を
調
べ
さ
せ
て
み
よ
う
。
（
小
・

鳴
き
砂
で
有
名
な
「
琴
引
浜
」
や
そ
び
え
立
つ
「
屏
風
岩
」
な
ど
が
あ
る
変
化
に
と
ん
だ
海
岸
線
、
日
本
三
景
の
一

中
）

つ
で
あ
る
「
天
橋
立
」
、
一
階
が
船
の
倉
庫
で
二
階
が
居
住
ス
ペ
ー
ス
と
な
っ
て
い
る
「
舟
屋
」
の
立
ち
並
ぶ
様
子
な

『
丹
後
国
風
土
記
』
逸
文
に
残
さ
れ

ど
、
美
し
い
自
然
や
伝
統
的
な
建
造
物
が
作
り
出
す
独
特
の
景
観
が
見
ら
れ
る
地
域
で
あ
る
。

て
い
る
羽
衣
伝
説
に
つ
い
て
、
後
世
の

久
美
浜
湾
の
カ
キ
養
殖
や
舞
鶴
湾
の
ト
リ
貝
養
殖
な
ど
も
生
活
と
結
び
つ
い
た
景
観
を
形
成
し
て
い
る
。

文
学
・
芸
能
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及

こ
の
地
域
で
は
、
弥
生
時
代
後
期
の
国
内
最
大
級
の
方
形
墳
丘
墓
で
あ
る
赤
坂
今
井
墳
墓
を
は
じ
め
、
四
～
五
世
紀

ぼ
し
た
か
、
調
べ
さ
せ
て
み
よ
う
。

の
全
長
が
二
百
ｍ
に
迫
る
前
方
後
円
墳
で
あ
る
網
野
銚
子
山
古
墳
や
神
明
山
古
墳
な
ど
、
多
く
の
遺
跡
が
発
見
さ
れ
て

（
高
）

い
る
。
「
後
漢
」
で
製
作
さ
れ
た
と
さ
れ
る
ガ
ラ
ス
の
腕
輪
や
「
魏
」
の
年
号
が
記
さ
れ
た
銅
鏡
な
ど
海
外
と
の
交
流

を
示
す
貴
重
な
遺
物
が
、
弥
生
か
ら
古
墳
時
代
の
墳
墓
か
ら
出
土
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
日
本
海
に
突
き
出
た
丹
後

半
島
を
中
心
と
し
た
こ
の
地
域
は
、
か
つ
て
は
大
陸
と
の
交
流
の
玄
関
口
で
あ
り
、
大
陸
と
の
交
易
な
ど
で
栄
え
た
有

力
者
が
存
在
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
こ
の
地
域
は
、
古
く
か
ら
養
蚕
が
行
わ
れ
、
絹
織
物
が
特
産
品
と
し
て
生
産
さ
れ
て
い
た
。
奈
良
の
正
倉
院

（
授
業
の
た
め
に
）

に
は
、
現
在
の
京
丹
後
市
（
弥
栄
町
）
か
ら
送
ら
れ
た
「
あ
し
ぎ
ぬ
」
と
呼
ば
れ
る
絹
織
物
が
今
も
残
さ
れ
て
い
る
こ

地
元
の
自
然
や
観
光
資
源
を
探

と
か
ら
も
そ
の
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
江
戸
時
代
に
は
、
絹
屋
佐
平
治
（
後
に
森
田
治
郎
兵
衛
と
改
名
）
た
ち
が
京
都

し
、
そ
れ
ら
を
活
用
し
た
地
域
の
活

西
陣
よ
り
技
法
を
持
ち
帰
り
、
「
丹
後
ち
り
め
ん
」
の
生
産
が
始
め
ら
れ
た
。
従
来
「
丹
後
ち
り
め
ん
」
は
着
物
の
素

性
化
策
を
考
え
さ
せ
て
み
よ
う
。
（
中

材
と
し
て
白
生
地
の
ま
ま
売
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
近
年
で
は
新
た
な
加
工
技
術
が
開
発
さ
れ
、
新
し
い
商
品

・
高
）

づ
く
り
も
進
め
ら
れ
て
い
る
。

コ
ラ
ム
⑭
「
丹
後
七
姫
伝
説
」

丹
後
地
域
に
は
、
乙
姫(

浦
島
太
郎
伝
説)

、
羽
衣
天
女
、
間
人
皇
后
、
小
野
小
町
、
静
御
前
、
細
川
ガ
ラ
シ
ャ
、

は
し
う
ど

安
寿
姫
の
七
人
の
女
性
に
関
す
る
伝
説
や
逸
話
が
伝
え
ら
れ
て
い
て
、
そ
れ
ら
の
伝
説
に
ま
つ
わ
る
石
碑
や
神
社

等
が
、
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
一
九
八
五
（
昭
和
六
十
）
年
に
峰
山
青
年
会
議
所
が
観
光
シ

ン
ボ
ル
と
し
て
設
定
し
た
も
の
。
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【明治以前の主なことがら】

740年 恭仁京建都 京 都 府 歴 史 年 表

784年 長岡京建都 （明治以降を中心に）

794年 平安京建都

1338年 室町幕府成立

1467年 応仁・文明の乱（～77年）

【明 治】

慶応4年元旦 京都裁判所を京都府と改称（府庁舎＝神泉苑西）、

（1868） 初代知事 長谷信篤。

2年（1869） 明治維新（東京遷都） 4年（1871年） 府県合併により京都府は

山城・丹波3郡（桑田・船井・何鹿）を管轄。

9年（1876） 豊岡県廃止、天田郡・丹後5郡が府の管轄に。

10年（1877） 京都駅誕生。京都神戸間鉄道開業。

12年（1879） 府議会初めて開かれる（定数95名）。

18年（1885） 府庁舎を現在地に移す。

22年（1889） 京都市誕生（市制特例で市長は知事が兼務）。

京都から宮津間車道工事完成。

23年（1890） 琵琶湖疏水完工。

28年（1895） 平安遷都1100年紀年祭。平安神宮創建。

29年（1896） 奈良鉄道京都奈良間開通（現JR奈良線）。

30年（1897） 舞鶴鎮守府（東港）を設置。

31年（1898） 市制特例廃止、京都市の一般市制実施。

京都府図書館（現在の府立図書館）開館。

32年（1899） 京都鉄道京都園部間開通（現JR山陰本線）。

37年（1904） 府庁舎（現旧館）完工（着工は33年）。

43年（1910） 園部綾部間（京都線）鉄道開通（京都から東舞鶴までつながる。）

45年（1912） 第二疏水完工。京都市電運転開始。

【大 正】

6年（1917） 由良川・木津川修築工事竣工。

10年（1921） 大学令による府立医科大学設立認可。

12年（1923） 郡制廃止。

13年（1924） 府立植物園開園。

14年（1925） 丹後鉄道宮津線西舞鶴峰山間開通。

【昭 和】

2年（1927） 普選法施行後初の府会議員選挙（定数41名）。

16年（1941） 巨椋池干拓工事完工（着工は昭和8年）。

20年（1945） 敗戦。連合軍、京都市に第6軍司令部を置く。

21年（1946） 第1回国民体育大会開催。
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22年（1947） 木村惇、初代公選知事に当選。初の市町村長公選。

23年（1948） 府公安委員会、教育委員会設置。

24年（1949） 府立西京大学（現府立大学）設立。

25年（1950） 蜷川虎三、公選二代目知事に当選。

26年（1951） 舞鶴港、特定重要港湾に指定。

30年（1955） 若狭湾、山陰海岸国定公園指定。

31年（1956） 府、財政再建団体の指定を受ける。

34年（1959） 市町村合併終結、44市町村となる。阪鶴道路舗装完工。

36年（1961） 大野ダム、大野発電所完工。

37年（1962） 府、財政再建完了。府立中小企業指導所開所。丹後半島一周道路開通。

38年（1963) 同和教育の基本方針策定。府立総合資料館開館。山陰海岸国立公園指定。

45年（1970） 立丹後郷土資料館、府立文化芸術会館開館。府立丹波自然運動公園開園。

46年（1971） 府立体育館完成。

49年（1974） 長田野工業団地完成。

51年（1976） 府立海洋センター開所。府立ゼミナールハウス開館。府章・府旗制定。

53年（1978） 林田悠紀夫、公選三代目の知事に当選。

54年（1979） 府碇高原総合牧場開場。

55年（1980） 府丹後文化会館開館。丹後縦貫林道開通。

56年（1981） 府消費生活科学センター開所。

57年（1982） 府スポーツ賞制定。府立山城郷土資料館開館。

府立山城総合運動公園、府立青少年海洋センター、

府立伏見港公園総合体育館、京都こども文化会館オープン。

58年（1983） 府文化賞創設。府中丹文化会館開館。中国陝西省と友好提携。

59年（1984） 国鉄奈良線（京都から奈良）等電化。

60年（1985) 世屋高原家族旅行村開村。インドネシア共和国ジョクジャカルタ特別区、

米国オクラホマ州と友好提携。

61年（1986） 荒巻禎一、公選四人目の知事に当選。京都フラワーセンター開所。

62年（1987） 府立宮津ヨットハーバー完成。府総合見本市会館開館。

近畿自動車道敦賀線（丹南篠山口から福知山）開通。

63年（1988） 都縦貫自動車道（沓掛から千代川）、京奈和自動車道（城陽から田辺西）、

京滋バイパス開通。宮福鉄道宮福線開通。京都国体開催。

府長岡京記念文化会館、府京都文化博物館、府立府民ホール開館。

【平 成】

元年（1989） JR片町線（木津～長尾）電化。宮福鉄道が北近畿タンゴ鉄道（KTR)に。

2年（1990） 第4次府総合開発計画策定。府道路公社設立。KTR宮津線転換開業。

JR山陰本線（京都から園部）電化。

3年 (1991) 近畿自動車道敦賀線（福知山から舞鶴西）、京奈和自動車道(田辺西から精

華下狛）開通。第42回全国植樹祭開催。

4年（1992） 府立植物園観覧温室オープン。府立堂本印象美術館開館。
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5年（1993） 全国野鳥保護のつどい、第6回全国健康福祉祭開催。京奈和自動車道

（精華下狛から山田川）開通。地球環境産業技術研究機構が開所。

関西文化学術研究都市に、けいはんなプラザ、国際高等研究所、

6年（1994） 祝祭・京都創生1200年。府立陶板名画の庭オープン。

ロシア連邦レニングラード州と友好提携。

「古都京都の文化財」がユネスコ世界遺産に登録される。

7年（1995） 阪神淡路大震災。丹後マスターズビレッジ、ハートピア京都オープン。

京都伝統工芸専門校開校。舞鶴港喜多ふ頭一部供用開始。

8年（1996） 京都府個人情報保護条例制定。京都縦貫自動車道(千代川～丹波)開通。

京都府障害者基本計画策定。JR山陰本線、KTR（園部から天橋立）電化。

9年（1997） 地球温暖化防止京都会議開催。全国高校総体「京都総体」開催。

英国エディンバラ市と友好提携。

10年（1998） 環境基本計画策定。京都縦貫自動車道(綾部から舞鶴大江)、

近畿自動車道敦賀線（舞鶴西から舞鶴東）開通。日吉ダム完成。

丹後あじわいの郷オープン。第22回世界遺産委員会開催。

11年（1999） 人権教育のための国連10年京都府行動計画策定。JR舞鶴線電化。

温室効果ガスの削減目標設定。京都中部マスターズビレッジオープン。

12年（2000） 新京都府総合計画策定。世紀をむすんでひらく展覧会開催。

第20回全国豊かな海づくり大会開催。府民の森ひよし開園。

京奈和自動車道（山田川から木津）開通。

13年（2001） 新京都府総合計画スタート。JR奈良線高速化・複線化開業。

新府立図書館開館。太鼓山風力発電所完成。

第43回健康・体力つくり運動推進全国大会京都大会開催。

14年（2002） 山田啓二、公選五人目の知事に当選。国立国会図書館西館開館。

「京都府産業廃棄物の不適正な処理を防止する条例」制定。

15年（2003） 第3回世界水フォーラム、京都文化会議2003開催。京滋バイパス全線開通。

16年（2004） 京都府男女共同参画推進条例公布。府庁旧本館竣工100周年。

17年（2005) 京都議定書発効。京都迎賓館が開館。新京都府人権教育・啓発推進計画、

中期ビジョン「『人・間（にんげん）中心』の京都づくり」策定。

18年（2006） 地球温暖化対策推進計画策定。「子ども・地域安全見守り隊」結成。

第30回全国高等学校総合文化祭」(京都総文)開催。

府立丹後海の見える丘公園開園。

19年（2007) 地域力再生プロジェクトスタート。京都府外国人児童生徒に関する指導の

指針作成。京都府子育て支援条例制定。京都ジョブパーク開設。

丹後天橋立大江山国定公園誕生。第40回アジア開発銀行年次総会開催。

20年（2008） 源氏物語千年紀記念式典開催。丹後・知恵のものづくりパーク開所。

京都縦貫自動車道(綾部安国寺から京丹波わち)開通。

21年（2009） 「府民満足最大化プラン」策定。「自然公園ふれあい全国大会」開催。

「京都 知恵と力の博覧会」開催。

「京都祇園祭の山鉾行事」がユネスコ無形文化遺産に登録される。

22年（2010） 「新京都府環境基本計画」策定。

新しい府政運営の指針「明日の京都」策定。

山陰海岸が世界ジオパークに認定。山陰線京都・園部間複線化開業。
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23年（2011） 東日本大震災被災地支援と府内緊急対策。

「第26回国民文化祭・京都2011」開催。京都産業育成コンソーシアム設立。

「京都式地域包括ケアシステム」スタート。

24年（2012） 11月1日を「古典の日」とする法律が制定。府立林業大学校の開校。

文化庁関西分室が京都府庁旧本館に開設。

ノーベル生理学・医学賞受賞の山中伸弥教授に京都府特別栄誉賞を授与。

25年（2013） 「和食」がユネスコ無形文化遺産へ登録決定。

府立総合資料館開館50周年記念シンポジウム開催。

文化庁国際文化フェスティバル「東アジア共生会議2013」開催。

26年（2014） 京都クロスメディア・クリエイティブセンター（通称：KCC）オープン。

「海フェスタ京都」開催。全国知事会が「少子化非常事態宣言」。

27年（2015) 京都府障害のある人もない人も共に安心していきいきと暮らしやすい社会

づくり条例施行。京都縦貫自動車道全線開通。

「『日本茶800年の歴史散歩』～京都・山城～」が日本遺産認定。

京都・和食文化推進会議設立総会。「丹後王国『食のみやこ』」オープン。

「東寺百合文書」「シベリア抑留等に関する資料」がユネスコ世界記憶遺産

登録。

28年（2016） 文化庁の京都への全面的な移転が決定。

京都丹波高原国定公園誕生。第40回全国育樹祭、「森の京都博」開催。

「きょうと子育てピアサポートセンター」「女性活躍支援拠点 京都ウィメ

ンズベース」「京都府こころのケアセンター」開設。

京都府人権教育・啓発推進計画（第２次）策定。

京都府少子化対策条例施行。山陰近畿自動車道野田川大宮道路開通。

29年（2017） 文化庁地域文化創生本部設置。脱引きこもり支援センター設置。

道の駅 お茶の京都みなみやましろ村グランドオープン。

「京都学・歴彩館」グランドオープン。「京の留学生支援センター」開設。

『300年を紡ぐ絹が織り成す丹後ちりめん回廊』が日本遺産に認定。

全国高校生伝統文化フェスティバル―第1回伝統芸能選抜公演―を、文化庁

などと共同開催。

30年（2018） 西脇隆俊、公選６人目の知事に当選。京都府開庁150年。

北部産業創造センター開所。京都認知症総合センター開設。

「子育て環境日本一推進本部」・「観光戦略総合推進本部」設置。

【令 和】 (令和元年は、平成 31年を含む)
元年（2019） ノーベル生理学・医学賞受賞者、本庶佑氏に京都府特別栄誉賞を授与。

「京都経済センター」グランドオープン。

「京都府総合計画（京都夢実現プラン）」スタート

※「京都府の年表」、「府民だより『府政の一年ダイジェスト』」（京都府ホームページhttp:

//www.pref.kyoto.jp）を基に編集（令和２年６月現在）



施設名 郵便番号 住　所 ＴＥＬ 休館日
1 国立国会図書館関西館 619-0287 相楽郡精華町精華台8－1－3 0774-98-1200 日曜日・第３水曜日・祝日

2 京都府立図書館 606-8343 左京区岡崎成勝寺町 075-762-4655 月曜日・第４木曜日

3 京都府立京都学・歴彩館 606-0823 左京区下鴨半木町１－29 075-723-4831 第２水曜日・祝日

4 京都市中央図書館 604-8401 中京区聚楽廻松下町９－２ 075-802-3133 火曜日

5 京都市右京中央図書館 616-8104 右京区太秦下刑部町12　サンサ右京3階 075-871-5336 火曜日

6 京都市伏見中央図書館 612-8051 伏見区今町659－１ 075-622-6700 火曜日

7 京都市醍醐中央図書館 601-1375 伏見区醍醐高畑町30－１　パセオダイゴロー西館4階 075-575-2584 火曜日

8 京都市北図書館 603-8214 北区紫野雲林院町44－１ 075-492-8810 火曜日

9 京都市左京図書館 606-8103 左京区高野西開町５　左京合同福祉センター2階 075-722-4032 火曜日

10 京都市岩倉図書館 606-0013 左京区岩倉下在地町16 075-702-8510 火曜日

11 京都市東山図書館 605-0862 東山区清水五丁目130－８　東山区総合庁舎南館２階 075-541-5455 火曜日

12 京都市山科図書館 607-8086 山科区竹鼻四丁野町34－１　山科合同福祉センター４階 075-581-0503 火曜日

13 京都市下京図書館 600-8449 下京区新町通松原下ル富永町110－１ 075-351-8196 火曜日

14 京都市南図書館 601-8011 南区東九条南山王町５－５ 075-691-6888 火曜日

15 京都市吉祥院図書館 601-8349 南区吉祥院池田町１　塔南高校東館１階 075-681-1281 火曜日

16 京都市久世ふれあいｾﾝﾀｰ図書館 601-8203 南区久世築山町328　久世ふれあいセンター１階 075-931-0035 火曜日

17 京都市西京図書館 615-8236 西京区山田大吉見町20－３ 075-392-5558 火曜日

18 京都市洛西図書館 610-1143 西京区大原野東境谷町２－１－２　洛西総合庁舎１階 075-333-0577 火曜日

19 京都市向島図書館 612-8141 伏見区向島二ノ丸町151－35 075-622-7001 火曜日

20 京都市醍醐図書館 601-1436 伏見区石田西ノ坪１－２ 075-572-0700 火曜日

21 京都市久我のもり図書館 612-8494 伏見区久我東町216 075-934-2306 火曜日

22 こどもみらい館子育て図書館 604-0883 中京区間之町通竹屋町下ル楠町601－１ 075-254-8181 火曜日

23 コミュニティプラザ深草図書館 612-0876 伏見区深草西伊達町82－３　京都市立深草小学校内 075-645-3383 月曜日・火曜日・金曜日

24 向日市立図書館 617-0002 向日市寺戸町南垣内40－１ 075-931-1181 月曜日・毎月１日

25 長岡京市立図書館 617-0824 長岡京市天神４－１－１ 075-951-4646 月曜日・毎月１日

26 大山崎町立中央公民館図書室 618-0091 乙訓郡大山崎町円明寺夏目26 075-957-1421 月曜日・最終木曜日

27 宇治市中央図書館 611-0023 宇治市折居台１ー１　宇治市文化センター内 0774-39-9256 月曜日・第４木曜日・祝日の翌日

28 城陽市立図書館 610-0121 城陽市寺田今掘１　文化パルク城陽内 0774-53-4000 月曜日・最終木曜日・祝日の翌日

29 久御山町立図書館 613-0031 久世郡久御山町佐古外屋敷235 0774-45-0003 月曜日・月末日

30 八幡市立八幡市民図書館 614-8082 八幡市八幡菖蒲池12 075-982-7322 金曜日・最終木曜日・祝日

31 京田辺市立中央図書館 610-0331 京田辺市田辺辻40 0774-65-2500 月曜日・最終金曜日・祝日

32 井手町図書館 610-0302 綴喜郡井手町井手二本松３－１　山吹ふれあいセンター１階 0774-82-5700 月曜日・最終木曜日・祝日の翌日

33 宇治田原町立図書館 610-0261 宇治田原町岩山沼尻46－１　総合文化センター内 0774-88-5852 火曜日・祝日の翌日・最終木曜日

34 木津川市立中央図書館 619-0217 木津川市木津町内垣外36 0774-72-2980 月曜日・最終金曜日・祝日

35 精華町立図書館 619-0285 精華町南稲八妻北尻70 0774-95-1911 月曜日・最終木曜日・祝日

36 和束町体験交流ｾﾝﾀｰ図書室 619-1205 和束町中平田23－１　体験交流センター内１階 0774-78-4013 月曜日・火曜日・祝日

37 笠置町図書室 619-1303 京都府相楽郡笠置町笠置佃46 笠置産業振興会館内 0743-95-2726 土曜日・日曜日・祝日

38 南山城村図書室 619-1411 南山城村北大河原久保17－1　JA京都やましろ南山城村支店２階 0743-93-0522 月曜日・火曜日・木曜日

39 亀岡市立図書館中央館 621-0864 亀岡市内丸町26 0771-24-4710 月曜日・最終金曜日

40 南丹市立中央図書館 622-0004 南丹市園部町小桜町63 0771-68-0080 月曜日・最終木曜日・祝日

41 京丹波町中央公民館図書室 622-0214 京丹波町蒲生野口38 0771-82-0988 日曜日・月曜日・祝日

42 綾部市図書館 623-0022 綾部市新宮町91 0773-42-6980 月曜日・最終火曜日・祝日

43 福知山市立図書館中央館 620-0045 福知山市駅前町400　市民交流プラザふくちやま内１、２階 0773-22-3225 月曜日

44 舞鶴市立東図書館 625-0035 舞鶴市溝尻25 0773-62-0190 木曜日・最終火曜日・祝日

45 舞鶴市立西図書館 624-0854 舞鶴市円満寺100－８ 0773-75-5406 月曜日・最終水曜日・祝日

46 宮津市立図書館 626-8501 宮津市浜町3012宮津阪急ビル３階 0772-22-2730 月曜日・最終木曜日

47 与謝野町立図書館 629-2262 与謝野町岩滝2271　生涯学習センター知遊館１階 0772-46-2451 月曜日・最終木曜日

48 伊根町立本庄地区公民館図書室 626-0403 伊根町本庄浜113－１ 0772-33-0809 金曜日

49 京丹後市立峰山図書館 627-0012 京丹後市峰山町杉谷1030　峰山地域公民館３階 0772-62-5101 月曜日・毎月１日

50 京丹後市立あみの図書館 629-3101 京丹後市網野町網野385－１　ら・ぽーと２階 0772-72-4946 月曜日・毎月１日

51 京都ライトハウス情報ステーション 603-8302 北区紫野花ノ坊町11 075-462-4579 日曜日・第１水曜日・祝日

※休館日については変更等もございますので、直接お問い合わせの上、御確認ください。

京 都 府 内 図 書 館 等 一 覧
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施設名 郵便番号 住　所 ＴＥＬ 休館日

1 京都国立博物館 605-0931 東山区茶屋町527 075-525-2473 月曜日

2 京都大学総合博物館 606-8501 左京区吉田本町 075-753-3272 月・火曜日

3 京都国立近代美術館 606-8344 左京区岡崎円勝寺町26－１ 075-761-4111 月曜日

4 京都府京都文化博物館 604-8183 中京区三条高倉 075-222-0888 月曜日

5 京都府立山城郷土資料館 619-0204 木津川市山城町上狛千両岩 0774-86-5199 月曜日

6 京都府立丹後郷土資料館 629-2234 宮津市国分天王山611－1 0772-27-0230 月曜日

7 京都府立植物園 606-0823 左京区下鴨半木町 075-701-0141 年末年始

8 京都府立堂本印象美術館 603-8355 北区平野上柳町26－3 075-463-0007 月曜日

9 京都府立陶板名画の庭 606-0823 左京区下鴨半木町 075-724-2188 年末年始

10 京都市考古資料館 602-8435 上京区今出川大宮東入ル元伊佐町265－1 075-432-3245 月曜日

11 京都市歴史資料館 602-0867 上京区寺町通荒神口下ル松蔭町138－1 075-241-4312 月曜日・祝日

12 京都市京セラ美術館 606-8344 左京区岡崎円勝寺町124(岡崎公園内) 075-771-4107 月曜日

13 京都市学校歴史博物館 600-8044 下京区御幸町通仏光寺下ル橘町437 075-344-1305 水曜日

14 向日市文化資料館 617-0002 向日市寺戸町南垣内40－1 075-931-1182 月曜日

15 長岡京市立中山修一記念館 617-0837 長岡京市久貝３－３ー３ 075-957-7176 火曜日

16 大山崎町歴史資料館 618-0071 乙訓郡大山崎町大山崎竜光３　大山崎ふるさとセンター２階 075-952-6288 月曜日・祝日の翌日

17 宇治市源氏物語ミュージアム 611-0021 宇治市宇治東内45－26 0774-39-9300 月曜日

18 宇治市歴史資料館 611-0023 宇治市折居台１－１ 0774-39-9260 月曜日・祝日

19 城陽市歴史民俗資料館 610-0121 城陽市寺田今堀１　文化パルク城陽西館４階 0774-55-7611 月曜日・祝日の翌日

20 八幡市立松花堂庭園・美術館 614-8077 八幡市八幡女郎花43 075-981-0010 月曜日

21 亀岡市文化資料館 621-0815 亀岡市古世町中内坪１ 0771-22-0599 月曜日

22 南丹市立文化博物館 622-0004 南丹市園部町小桜町63 0771-68-0081 月曜日・祝日

23 美山かやぶき美術館・郷土資料館 601-0751 南丹市美山町島朴ノ木21 0771-75-1777 月曜日・冬季

24 日本の鬼の交流博物館 620-0321 福知山市大江町仏性寺909 0773-56-1996 月曜日

25 福知山城（福知山市郷土資料館） 620-0035 福知山市内記５ 0773-23-9564 火曜日

26 舞鶴市立赤れんが博物館 625-0036 舞鶴市浜2011 0773-66-1095 年末年始

27 舞鶴引揚記念館 625-0133 舞鶴市平1584　引揚記念公園内 0773-68-0836 第３木曜日

28 旧尾藤家住宅 629-2403 与謝郡与謝野町加悦1085 0772-43-1166 月曜日

29 琴引浜鳴き砂文化館 629-3112 京丹後市網野町掛津1250 0772-72-5511 火曜日

30 京丹後市立丹後古代の里資料館 627-0228 京丹後市丹後町宮108 0772-75-2431 火曜日

31 京都北山杉の里総合センター 601-0125 北区中川川登74 075-406-2212 土・日曜日・祝日・お盆

32 京都伝統産業ミュージアム 606-8343 左京区岡崎成勝寺町９－１　みやこめっせ地下１階 075-762-2670 夏季休館日

33 琵琶湖疏水記念館 606-8437 左京区南禅寺草川町17 075-752-2530 月曜日

34 茶道総合資料館 602-0073 上京区堀川通寺之内上ル寺之内竪町682　裏千家センター内 075-431-6474 月曜日

35 西陣織会館 602-8216 上京区堀川通今出川南入西側 075-451-9231 年末年始

36 京都伝統工芸館 604-8172 中京区烏丸通三条上ル 075-229-1010 火曜日・水曜日・お盆

37 島津製作所創業記念資料館 604-0921 中京区木屋町二条南 075-255-0980 水曜日

38 京都陶磁器会館 605-0864 東山区東大路五条上ル遊行前町583-1 075-541-1102 木曜日

※休館日については変更等もございますので、直接お問い合わせの上、御確認ください。

京 都 府 内 博 物 館 等 一 覧

6
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京都府立山城郷土資料館 ふるさとミュージアム山城

■館の紹介

山城郷土資料館は、南山城地域の特色ある歴史と文化を、考古・歴史・民俗の各

分野で調査研究し、こうした風土と文化がつくられた歴史的背景と変遷を明らかに

するとともに、その成果を体系的に展示・公開していくことを通じて府民の歴史学

習を深める場とし、また、貴重な文化遺産を永く保存することを目的として開館し

ました。主な業務は、次のとおりです。

１ 資料の調査、研究、収集、整理、保存(考古、歴史、民俗)

２ 資料の展示及び利用 常設展示、特別展示(年１回)、企画展示

３ 普及活動 文化財セミナー、体験歴史教室、文化財相談、友の会

見学の方に理解を深めていただくために、ボランティア「いずみの会」が土、日、

祝日に展示解説を行っています。

また、古文書・書画・民具・土器その他お手持ちの資料や歴史・文化財に関する

学習など、相談に応じています。また、職員が出向いての出前講座も実施していま

す。

■交通案内

□JR奈良線「上狛駅」下車徒歩20分

□JR関西線・学研都市線「木津駅」下車タクシー５分

□近鉄京都線「山田川駅」下車タクシー10分

□国道24、163号線「上狛四丁町」交差点を東に1.5ｋｍ

■開館時間

○午前９時～午後４時30分

■休館日

○月曜日（月曜日が祝日・休日の場合は開館し、次の平日に休館）

○年末年始（12月28日～１月４日）

■観覧料

区分 普通展示 特別展示

個人 団体 個人 団体

一般 200円 150円 250円 200円

小・中学生 50円 40円 70円 50円

※団体は20名以上

■所在地

〒619-0204

京都府木津川市山城町上狛千両岩

TEL (0774) 86-5199

FAX (0774) 86-5589

URL:http://www.kyoto-be.ne.jp/yamasiro-m/
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京都府立丹後郷土資料館 ふるさとミュージアム丹後

■館の紹介

丹後郷土資料館は昭和45年11月に開館しました。京都府北部における古代から近代

の歴史・考古・民俗資料や美術工芸品の調査･研究･保存･展示を行っています。各地に

残された文化財を通して、地域にはぐくまれた歴史や文化を知ることによって、訪れ

た方々や子どもたちが故郷の歴史を次の世代へ伝えていくきっかけを作りたいと考え

ています。

□【本館】

館内では常設展「海国・丹後を巡る－丹後の歴史と文化－」のほか、年間を通

して企画展・特別展を開催しています。

□【旧永島家住宅】（府指定有形文化財）

江戸時代に宮津藩の大庄屋を務めた農家の主屋で、天保11年(1840)に建て

られ、京丹後市丹後町徳光にあったものを現在地に移築復原しました。屋根

は茅葺きで、天井には鉄砲梁を設けるなど大庄屋らしく堂々とした造りです。

「昔の暮らしの道具」の展示のほか「紙すき」「そばづくり」「かまど体験」

など、丹後の手仕事体験教室をこの建物で行います。
□【丹後国分寺跡】（国指定史跡）

天平13年(741)、聖武天皇の詔により国家鎮護のための国分寺が各地に建てられ

ました。現在は当館の前庭として来館者に開放されています。特別名勝天橋立を

眼下に望み、四季折々の風情を楽しむことができます。

□その他普及事業

文化財講座、古文書講習会、こども体験教室の実施ほか、出前授業(講座)や文

化財に関する相談にも応じています。

■交通案内

□京都丹後鉄道宮豊線「天橋立駅」又は「岩滝口駅」から、丹海バス（経ヶ岬・

蒲入・伊根方面行き）で「丹後郷土資料館」下車すぐ

□「天橋立駅」から車で15分

□京都縦貫自動車道「与謝天橋立 IC」から車で10分 「宮津天橋立 IC」から25分
■開館時間

〇午前９時～午後４時30分

■休館日

〇月曜日（月曜日が祝日・休日の場合は開館し、次の平日に休館）

〇年末年始（12月28日～１月４日）

■観覧料

区分 普通展示 特別展示

個人 団体 個人 団体

一般 200円 150円 250円 200円

小・中学生 50円 40円 70円 50円

※団体は20名以上

■所在地

〒629-2234

京都府宮津市字国分小字天王山611－１

TEL (0772) 27-0230

FAX (0772) 27-0020

URL:http://www.kyoto-be.ne.jp/tango-m/
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京都府立図書館
■館の紹介

1873年（明治６年）京都府が集書院を三条東洞院東に開設しました。集書院は、近

代的図書館としては文部省が1872年（明治５年）に開設した東京の書籍館につぐもの

で、公立では最初の公開図書閲覧施設です。

京都府立図書館は、この集書院を前身として1898年（明治31年）に京都御苑内に開

設し、1909年（明治42年）に現在地である岡崎に移転しました。

調査・研究に役立つ専門書・学術書や京都に関連する資料を中心にさまざまなジャ

ンルの図書や雑誌・新聞など約132万冊の蔵書があり、昭和20年代から平成の前期ま

での多くの教科書に加え、明治期から戦前・戦中にかけての一部の教科書も整理・保

管しています

新聞５大紙や過去の新聞記事、判例などの法律情報、辞典・雑誌記事検索などのオ

ンラインデータベースや国立国会図書館デジタル化資料送信サービスも利用でき、専

門情報や最新情報を効率的に入手することができます。

ＤＶＤ・ビデオテープ・ＣＤなどの映像・音声資料やCD-ROMなど電子媒体、インタ

ーネット利用端末も備えています。

学校との連携協力の一環として、朝読書、調べ学習、教室や図書室での展示等に役

立つ図書を、テーマごとに20冊～100冊のパッケージにして貸し出す「学校支援セッ

ト貸出（小中版、府立学校版）」を実施しており、学校教育活動に対する支援にも努

めています。

詳しくは府立図書館ホームページをご覧ください。

■交通案内

□地下鉄東西線「東山」駅下車 徒歩約10分

□市バス ５・46・100・110系統 「岡崎公園 美術館・平安神宮前」下車すぐ

□市バス 京都岡崎ループ・32系統「岡崎公園ロームシアタ―京都・みやこめっせ

前」下車 徒歩２分

□市バス 31・201・202・203・206系統「東山二条・岡崎公園口」下車徒歩約５分

□自家用車の利用

図書館には駐車場がありません。岡崎公園駐車場（有料）、みやこめっせ駐車場

（有料）を利用してください。（ただし、車椅子の方のための駐車スペースが図

書館敷地内に１区画あります）。

■開館時間

○火曜日 ～ 金曜日 午前９時30分～午後７時

○土・日曜日・祝日 午前９時30分～午後５時

■休館日

月曜日（祝日及び振替休日は開館、翌日が休館）

毎月 第４木曜日（祝日は開館）

年末年始（12月28日～１月４日）

特別整理期間（毎年決定）

■所在地

〒606-8343

京都市左京区岡崎成勝寺町

TEL（075）762-4655

FAX（075）762-4653

URL:https://www.library.pref.kyoto.jp



10

京都府京都文化博物館
■館の紹介

京都文化博物館は、京都の歴史と文化をわかりやすく紹介する総合的な文化施設

として、1988年（昭和63年）10月にオープンしました。

2011年（平成23年)７月には、２、３階展示室やフィルムシアターを一新し、京都

文化を全体的に紹介し、優れた伝統文化に触れるとともに、新しい文化の創造力を

呼び起こすための文化の広場として親しんでいただいています。

京都の歴史と文化が通覧できる親しみやすい歴史博物館、京都ゆかりの日本画家、

洋画家、彫刻家、工芸家などの作品を展示する美術館、京都の特性を生かした映像

文化を展示・上映するフィルムライブラリーセンターの３つの機能を併せ持った「総

合展示」のほか、年間を通して斬新で魅力ある企画による「特別展」を開催してい

ます。また、重要文化財に指定されている明治の名建築・旧日本銀行京都支店を博

物館のシンボルとして広く公開・活用しています。

さらに、作家や団体等が展覧会などを行う「ギャラリー（貸展示室）」や江戸時

代末期の京の町家の表構えを復元した「ろうじ店舗」など、お越しになった皆様に

楽しく過ごしていただけるよう工夫をこらしています。

■交通案内

□地下鉄烏丸・東西線「烏丸御池」駅下車 徒歩約３分

□阪急「烏丸」駅下車 徒歩約７分

□京阪「三条」駅下車 徒歩約15分

□市バス 15・51系統「堺町御池」徒歩約２分

■開室時間

○総合展示 午前10時～午後７時30分（入場は30分前まで）

○特別展 午前10時～午後６時（同上）

※毎週金曜日は午後７時30分まで夜間開館（同上）

■休館日

〇月曜日（祝日は開館、翌日が休館）

〇12月28日～１月３日

■入場料

一般 500円 大学生 400円

高校生以下無料(引率教員無料）

※20名以上の団体は２割引き

※特別展は別途料金必要

■所在地

〒604-8183

京都市中京区三条高倉

TEL（075）222-0888

FAX（075）222-0889

URL:http://www.bunpaku.or.jp
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京都府立京都学・歴彩館
■館の紹介

京都学・歴彩館は、誰もが京都の歴史や文化について楽しく学べ、交流できる施設

です。これまで府立総合資料館が50年以上にわたって担ってきた、京都に関する資料

の収集・保存・公開機能に、新たに研究支援や学習・交流機能を加え、生まれ変わり

ました。

□【１階交流フロア】

《京都学ラウンジ》京都の歴史や文化等を学び研究する様々な方やグループの

交流スペース。ワークショップやパネル展等も開催できます。

《展示室》京都府所蔵の美術工芸品や文書資料、図書資料を展示公開しています。

《京都学デジタル資料閲覧コーナー》西日本で初めて陽明文庫のデジタル画像が

閲覧できます。（事前予約制）

《学習室》自主研究や学習に利用できます。

《大・小ホール》京都学に関する研究発表やセミナー等に利用できます。

□【２階探究フロア】

これまで旧総合資料館が収集・保存してきた京都に関する図書資料、古文書、

行政文書、写真資料など約84万冊に加え、京都府立大学・府立医科大学附属図書

館の所蔵図書約22万冊・学術雑誌約２千種をワンフロアで閲覧できます。

約350席ある閲覧スペースで閲覧可能であり、「情報検索コーナー」では所蔵資

料の検索やアーカイブ画像を閲覧できます。

■交通案内

□地下鉄烏丸線「北山」駅下車 徒歩約４分

□市バス ４・北８系統「北山駅前」下車 徒歩約４分

１・204・205・206・北８系統「府立大学前」下車 徒歩約６分

□京都バス 32・34・35・45・46系統「府立大学前」下車 徒歩約６分

■開館時間

〇月曜日～金曜日 午前９時～午後９時（展示室、京都学ラウンジは午後６時まで）

〇土曜日・日曜日 午前９時～午後５時

※各フロアによって終了時間が変わりますので、詳しくはホームページをご覧くだ

さい。

■休館日

〇祝日法に規定する祝日 〇第２水曜日

〇年末年始（12月28日～１月４日） 〇蔵書整理期間

※来館前に開館状況をホームページでご確認ください。

■観覧料

無料（大・小ホールの利用には使用料が必要です。）

■所在地

〒606-0823

京都市左京区下鴨半木町1-29

TEL（075）723-4831

FAX（075）791-9466

URL:http://www.pref.kyoto.jp/rekisaikan
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恩
寺
文
殊
堂
出
船
祭

宮
津
市

日
～

日

み
な
と
ま
つ
り

京
丹
後
市
丹
後
町

25

26

第
４
土
曜
日

あ
や
べ
水
無
月
ま
つ
り

綾
部
市

日
～
８
月
１
日

千
日
詣
り

愛
宕
神
社

31
日
～
８
月
１
日

由
良
観
光
祭

宮
津
市

31
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月

日

祭

り
・
行

事

名

開

催

地

八
月

６
日
～
７
日

亀
岡
平
和
祭

亀
岡
市

７
日

浦
島
神
社
例
大
祭

伊
根
町

７
日
～

日

陶
器
ま
つ
り

五
条
坂

10

〃

精
霊
迎
え
六
道
ま
い
り

六
道
珍
皇
寺

９
日

千
日
会
観
光
祭

京
丹
後
市
久
美
浜
町

日

南
丹
市
花
火
大
会

南
丹
市
八
木
町

14〃

雨
引
神
社
揚
松
明
（
城
屋
揚
松
明
）

舞
鶴
市

日
～
翌
週
週
末

福
知
山
ド
ッ
コ
イ
セ
ま
つ
り

福
知
山
市

14
日

花
背
松
上
げ

花
背
八
桝
町

15
日

京
都
五
山
送
り
火

大
文
字
山
ほ
か

16〃

木
津
川
灯
篭
流
し

笠
置
町

〃

京
北
の
火
祭
り

京
北
周
山
町

日

宮
津
灯
篭
流
し
花
火
大
会

宮
津
市

16
日
～

日

千
灯
供
養

化
野
念
仏
寺

23

24

日

広
河
原
松
上
げ

左
京
区
広
河
原

24〃

雲
ヶ
畑
松
上
げ

北
区
雲
ヶ
畑

〃

穴
文
殊
大
祭

京
丹
後
市
丹
後
町

日

吉
祥
院
六
斎
念
仏
踊

吉
祥
院
天
満
宮

25〃

長
岡
天
満
宮
夏
ま
つ
り

長
岡
京
市

最
終
日
曜
日

わ
ち
ふ
る
さ
と
祭

京
丹
波
町

九
月

第
１
日
曜
日

元
伊
勢
外
宮
豊
受
大
神
社

福
知
山
市
大
江
町

元
伊
勢
八
朔
祭

９
日

烏
相
撲
と
重
陽
神
事

上
賀
茂
神
社

日

石
清
水
八
幡
宮
石
清
水
祭

八
幡
市

15

月

日

祭

り
・
行

事

名

開

催

地

十
月

１
日
～
５
日

ず
い
き
祭
・
還
幸
祭

北
野
天
満
宮

第
１
日
曜
日

宇
治
茶
ま
つ
り

宇
治
市

第
２
土
・
日
曜
日

額
田
一
宮
神
社
祭
礼
・
山
車

福
知
山
市
夜
久
野
町

第
２
日
曜
日

山
国
さ
き
が
け
フ
ェ
ス
タ

右
京
区
京
北

体
育
の
日
直
前
の
土
・
日
曜
日

峰
山
金
刀
比
羅
神
社
大
祭

京
丹
後
市
峰
山
町

体
育
の
日
直
前
の
日
曜
日

八
瀬
赦
免
地
踊

秋
元
神
社

日

大
住
隼
人
舞

京
田
辺
市

14中
旬
の
日
曜
日

多
治
神
社
か
っ
こ
す
り

南
丹
市
日
吉
町

日
間
近
の
日
曜
日

質
美
八
幡
宮
例
祭

京
丹
波
町

15
日

玉
津
岡
神
社
お
か
げ
踊
り

井
手
町

16
日

時
代
祭

平
安
神
宮

22
〃

鞍
馬
の
火
祭

由
岐
神
社

十
一
月

３
日

田
山
花
踊
り

南
山
城
村

５
日
～

日

十
日
十
夜
別
時
念
仏
会

真
如
堂

15

第
２
日
曜
日

嵐
山
も
み
じ
祭

嵐
山

日

大
極
殿
祭

長
岡
宮
大
極
殿
公
園

11
日

筆
供
養

東
福
寺
塔
頭
正
覚
庵

23
十
二
月

８
日

針
供
養

法
輪
寺

９
日
～

日

鳴
滝
の
大
根
焚

了
徳
寺

10

日

山
科
義
士
ま
つ
り

大
石
神
社

14
日

終
い
弘
法

東
寺

21
日

終
い
天
神

北
野
天
満
宮

25
日

を
け
ら
詣
り

八
坂
神
社

31

（
正
式
名
称
）

＊
１

賀
茂
御
祖
神
社

＊
２

教
王
護
国
寺

＊
３

賀
茂
別
雷
神
社
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